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　新市誕生から 10 年。広域幹線道路等の整備により、平成
26 年度以降、京阪神、北陸、中京方面への交通アクセスが飛
躍的に向上し、まちの発展を押し上げていく“北近畿新時代”
がいよいよ幕を開けます。
　本市では平成 26 年度を記念の年と捉え、市民の皆さん一人
ひとりの力を合わせ、市民全員参加で進める“和のちからのま
ちづくり”を加速させるとともに、さまざまな記念事業を企画。
人・物・技術などの魅力を市内外へ積極的に発信し、今後の
まちづくりの契機としていきたいと考えています。

！！

！！ ！！公共政策フォーラム 2014 in 京丹後 環境首都創造自治体全国フォーラム2014 in京丹後市制10周年記念式典
　公共政策を学ぶ全国の大学生約 200 人が京丹後
市に集い、「二十一世紀の北近畿新時代をつくる」
をテーマとして政策提案を行う全国フォーラムを開
催します。

　持続可能な地域社会の実現を目指す「環境首都創造ネットワーク」が毎
年開催する全国フォーラムを本市で開催します。
　自治体首長や研究者などが地域の資源エネルギーの活用や環境保全の
方策などについて議論を行い、その成果を各地で実践に活かすとともに、
環境循環都市を目指す本市の取り組みを市内外に広くアピールします。

　本市の歩んできた 10 年間を振り返り、更なる飛躍・発展に
向け将来を展望する契機とするための記念式典です。まちづ
くりに貢献された方などの表彰を行うとともに、本市出身者に
よる講演会を行います。
■日時：平成 26 年 11 月１日（土）
■場所：京都府丹後文化会館（峰山町）
■問い合わせ先：秘書広報広聴課（℡ 0772-69-0110）

■日時：平成 26 年 10 月 25 日（土）・26 日（日）
■場所：京丹後市峰山町および大宮町内
■問い合わせ先：企画総務部企画政策課（℡ 0772-69-0120）

■日時：平成 26 年 11 月５日（水）・６日（木）　■場所：京丹後市峰山町内
■問い合わせ先：農林水産環境部環境バイオマス推進課（℡ 0772-69-0480）

　京丹後市全域（フィールド）を博物館
（ミュージアム）に見立て、さまざまな体
験型イベントなどを展開し、京丹後の魅
力をまるごと発信します。
　多くの人に市内各地を巡り体験しても
らうことで、京丹後のよさなどを発見・
再認識してもらい、また、参加者一人ひ
とりや市民同士、京丹後市内外のつなが
りを築きます。さらに、京都縦貫自動車
道全線開通などによる「北近畿新時代」
における京丹後の魅力づくりへ活かして
いきます。

わくわくドキドキがいっぱいの全 50 種
類以上の体験プログラムを用意！
●シルクミュージアム
●ものづくりミュージアム
●食のミュージアム
●ジオパークミュージアム
●生活・生業ミュージアム

■日時：平成 26 年 10 月 19 日（日）8 時 00 分開場 /15 時 00 分打出し（終了）
■場所：京丹後市大宮社会体育館（大宮町）
■問い合わせ先：大相撲京丹後場所実行委員会（商工観光部スポーツ観光・交流課）
℡ 0772-69-0470
入場チケット料金（税込）
■たまり席Ｓ 14,000 円 ■たまり席Ａ 13,000 円 ■ペア席（２人席）22,000 円 
■ステージ席（イス席）12,000 円 ■イス席 10,000 円 ■車イス用席 10,000 円
※売り切れとなっている場合があります。残席状況は、下記販売窓口にお問い合わ
せください。
■チケット販売所：京丹後市商工会本所（℡ 0772-62-0342）および各支所

　市民をはじめ本市にゆかりのある方を応募資格者とし、名人芸などを
披露する「京丹後花月」を開催します。
　市の宝である「人」に注目し、笑いや感動を通じて人々の交流と元気
なまちづくりを推進します。一芸や漫才、落語など皆さんの芸で、場内
を盛り上げてください。８月 10 日（日）に予選を行い、そこで選ばれ
た方は 11 月２日（日）の本選に出場していただきます。

　大相撲京丹後場所の開催を通じ、地域を愛する心を育むとともに、ス
ポーツのまちづくりを推進します。また、力士の皆さんに京丹後市の土台
を踏み固めていただくという思いも込めて開催します。
　「初

しょっきり
切」や「相

す も う じ ん く
撲甚句」、「櫓

やぐら
太
だい

鼓
こ

」の実演など本場所では見られない相
撲の醍醐味と、３横綱らによる迫力ある取組を間近で楽しんでください！

　本市が生んだ偉大な実業家、「松本重太
郎翁」の足跡をたどり、その功績や起業家
精神、経営哲学などを広く都市部で発信し、
本市と関西圏との経済人材ネットワークの
礎を作るとともに、本市のＰＲとイメージ
向上を図ります。

　松本重太郎（1844 ～ 1913）
　間人の農家松岡亀右衛門、美代の第 3 子（次男）として
生まれ、10 歳で単身京都呉服商へ丁稚奉公。その後、第
百三十国立銀行をはじめ大阪毎日新聞社（現毎日新聞社）、
大阪麦酒（現アサヒビール）、大阪紡績（現東洋紡）、阪堺
鉄道（現南海電鉄）など 40 社を超える企業の創業、経営
に身を投じてきた人物で、明治期の関西実業界に君臨し「東
の渋沢（栄一）西の松本」と称されました。■ 日時：平成 27 年 1 月（予定）■ 場所：未定

■ 問い合わせ先：商工観光部商工振興課（℡ 0772-69-0440）

笑いで地域を元気にしよう！京丹後花月！！

相撲の迫力を間近で楽しむ！！！

！！

大相撲 京丹後場所

松本重太郎シンポジウム（仮称） 

京丹後花月（予選）
■日時：平成 26 年 8 月 10 日（日）
■場所：アグリセンター大宮多目的ホール（大宮町）

京丹後花月（本選）
本選には今いくよ・くるよさんもやってくる！
■日時：平成 26 年 11 月 2 日（日）
■場所：京都府丹後文化会館（峰山町）
■問い合わせ先：企画総務部企画政策課（℡ 0772-69-0120）

食べて、作って、ふれあって。京丹後市全域が博物館！京丹後市フィールドミュージアム！！

■日時：平成 26 年６月～平成 27 年３月末日
■場所：京丹後市内各地
■問い合わせ先：京丹後市制 10 周年記念実
行委員会（企画総務部企画政策課）
℡：0772-69-0120

平成 26年 4月、京丹後市は市制 10周年を迎えました。
これを記念し、京丹後市内を中心にさまざまな事業・イベントを開催します。ぜひ皆さんご参加ください。

完売
完売

舞台は京丹後市！主役は皆さん！

さぁ!  でかけよう!!

京丹後市フィールドミュージアムのガイド
ブックは、市役所、市内の各駅・観光施設等
に置いてあります。また、市ホームページ内「市
制10周年特設ページ」でもお知らせしていま
す。　　http://www.city.kyotango.lg.jp/
shisei10th/
ＨＰ

よしもと芸人も
やってくる！

手品・マジック、一発ギャグなど！
その他、目立ちたがり屋の方大歓迎！

出場者大募集！

今いくよ・くるよ
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今月の「きょうたんごで“いいね”」
〝旅する蝶″アサギマダラ
　海を渡り、長距離を移動する蝶として
知られるアサギマダラがこのほど、京丹
後の海岸に飛来しました。
　網野町の水晶浜（小浜）や琴引浜（掛
津）、丹後町の大成古墳近く（竹野）には、
アサギマダラをひき付けるスナビキソウ
が自生していることから、毎年５月下旬
～６月中旬には、同草に集まる蝶を見つ
けることができます。
　アサギマダラの生態には謎が多く、全
国各地でマーキング調査などが行われて
います。
※関連記事：16・17㌻まちのわだい
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新
し
い
京
丹
後
市
議
会
構
成
決
ま
る

議
長
に
三
崎
氏
、
副
議
長
に
足
達
氏

議会

６月定例市議会の様子

議会選出監査委員　　　岡田　　修
常任委員会
　総務常任委員会
　◎川村　博茂　　　〇森　　　勝
　　岡田　　修　　　　谷口　雅昭
　　芳賀　裕治　　　　堀　　一郎
　　松本　聖司
　文教厚生常任委員会
　◎平林智江美　　　〇吉岡　豊和
　　池田　惠一　　　　橋本まり子
　　藤田　　太　　　　松本　経一
　　由利　敏雄

　
５
月
30
日
に
開
会
し
た
６
月
定
例
市
議
会
で
、
正
副
議
長
の
改
選
が

行
わ
れ
、
議
長
に
三
崎
政
直
氏
、
副
議
長
に
足
達
昌
久
氏
が
そ
れ
ぞ
れ

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、常
任
委
員
会
な
ど
の
選
任・選
出
も
行
わ
れ
、

新
た
な
京
丹
後
市
議
会
の
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
　
　

総
務
課
基
地
対
策
室

☎
６
９
‐
０
０
１
２

安全安心

Ｔ
Ｐ
Ｙ 

― 

２
レ
ー
ダ
ー
配
備
に
伴
い

第
Ⅰ
期
建
設
工
事
始
ま
る

　
丹
後
町
袖
志
に
所
在
す
る
米
軍

経
ヶ
岬
通
信
所
の
第
Ⅰ
期
建
設
工

事
が
５
月
27
日
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　
工
期
は
、
12
月
末
ま
で
を
予
定

し
て
お
り
、
管
理
棟
や
倉
庫
な
ど

が
建
設
さ
れ
ま
す
。
現
在
は
用
地

造
成
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

10
月
頃
に
レ
ー
ダ
ー
本
体
が
設
置

さ
れ
た
後
、
点
検
・
試
運
転
を
経

て
12
月
末
を
目
途
に
運
用
が
開
始

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
工
事
着
工
に
当
た
り
、
次
の
５

項
目
を
確
認
を
し
て
い
ま
す
。

◇
通
勤
時
間
帯
を
避
け
る
よ
う
な

作
業
時
間
帯
を
設
定
す
る
◇
基
本

的
に
、
日
曜
日
、
祝
日
は
工
事
を

行
わ
な
い
◇
建
設
現
場
を
保
護
す

る
柵
等
を
設
置
す
る
◇
騒
音
を
最

低
限
に
抑
え
る
措
置
を
講
ず
る
◇

国
道
の
出
入
り
口
に
交
通
整
理
員

を
配
置
さ
せ
る
。（
８
㌻
関
連
）

▲ショベルカーによる整地作業の様子

議　長
三崎　政直 氏

副議長
足達　昌久 氏

　産業建設常任委員会
　◎金田　琮仁　　　〇谷津　伸幸
　　足達　昌久　　　　田中　邦生
　　中村　　雅　　　　吉岡　和信
　　和田　正幸

　議会運営委員会
　◎池田　惠一　　　〇吉岡　豊和
　　岡田　　修　　　　金田　琮仁
　　川村　博茂　　　　平林智江美
　　森　　　勝　　　　吉岡　和信
　広報編集委員会
　◎足達　昌久　　　〇谷津　伸幸
　　田中　邦生　　　　中村　　雅
　　藤田　　太　　　　堀　　一郎
　　由利　敏雄　　　　和田　正幸

　京都府後期高齢者医療広域連合議会
　　吉岡　豊和
　京都地方税機構議会
　　川村　博茂

　敬称略（◎は委員長、〇は副委員長）

人事行政

公
平
委
員
会
委
員

山 

本　
正
さ
ん
を
選
任

　
京
丹
後
市
公
平
委
員
会
委
員
の
荻
野
秀

忠
さ
ん
（
峰
山
町
堺
）
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
市
議
会
の
同
意
を
得
て
新
た
に
山
本

正
さ
ん
（
峰
山
町
四
軒
）
を
選
任
し
ま
し

た
。
任
期
は
平
成
30
年
６
月
３
日
ま
で
の

４
年
間
で
す
。

まちづくり
「
幸
せ
リ
ー
グ
」
第
２
回
総
会
を
開
催

実
践
報
告
や
災
害
時
の
応
援
体
制
を
検
討

　
「
住
民
の
幸
福
実
感
向
上
を
目

指
す
基
礎
自
治
体
連
合
（
通
称
・

幸
せ
リ
ー
グ
）」
の
総
会
が
、
６

月
５
日
、
サ
ン
パ
ー
ル
荒
川
（
東

京
都
荒
川
区
）
で
開
催
さ
れ
、
全

国
30
の
都
道
府
県
55
自
治
体
の
首

長
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、「
幸
福
の
ま
ち
づ

く
り
の
理
念
（
モ
デ
ル
条
例
等
）

と
幸
福
度
の
総
合
計
画
の
位
置
づ

け・活
用
」
を
は
じ
め
５
つ
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
実
務
者
会
議
で
検
討

を
進
め
て
い
る
状
況
の
報
告
や
、

地
震
や
風
水
害
な
ど
災
害
時
の
幸

せ
リ
ー
グ
自
治
体
間
の
応
援
体
制

構
築
に
つ
い
て
意
見
交
換
。ま
た
、

「
人
口
減
少
時
代
の
幸
せ
ビ
ジ
ョ

ン
―
地
域
か
ら
の
離
陸
と
着
陸
」

と
題
し
た
、
広
井
良
典
千
葉
大
学

教
授
に
よ
る
講
演
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
広
井
教
授
は
、「
こ
れ
ま
で
は
、

農
村
か
ら
都
市
へ
流
れ
て
行
っ
た

時
代
で
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

若
者
の
ロ
ー
カ
ル
志
向
な
ど
反
対

の
流
れ
に
向
か
う
。
地
方
に
は
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
率
が
高

い
な
ど
意
外
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が

あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
地
域
の
経
済

循
環
が
大
切
に
な
る
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
同
会
の
規
約
改
正

や
平
成
26
年
度
予
算
な
ど
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

企
画
政
策
課

☎
６
９
‐
０
１
２
０

「
山
陰
縦
貫
・
超
高
速
鉄
道
整
備
推
進
市
町
村
会
議
」
を
開
催

「
山
陰
縦
貫
リ
ニ
ア
又
は
新
幹
線
」の
整
備
へ
本
格
的
調
査
を
開
始

交通
　
２
年
目
と
な
る
会
議
に
は
、
全

国
か
ら
２
府
４
県
か
ら
15
の
市
町

長
等
が
出
席
し
、
顧
問
の
中
川
大

京
都
大
学
大
学
院
教
授
を
、
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
に
藤
井
聡
京
都
大
学
大

学
院
教
授
兼
内
閣
官
房
参
与
を

迎
え
、
さ
ら
に
山
陰
地
方
の
３
名

の
国
会
議
員
の
先
生
方
の
御
臨
席

を
い
た
だ
く
中
、
本
格
的
な
事
業

着
手
を
開
始
す
る
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
①
国
等
へ
提
出
す

る
要
望
書
の
採
択
②
今
年
度
か

ら
独
自
の
委
託
調
査
研
究
の
実
施

に
着
手
し
、
リ
ニ
ア
方
式
と
東
海

道
・
山
陽
方
式
の
比
較
も
含
め
た

山
陰
縦
貫
・
超
高
速
鉄
道
の
実
現

に
よ
る
鉄
道
建
設
の
概
算
整
備
費

㊤
山
陰
縦
貫
・
超
高
速
鉄
道
の
構
想
区

間
㊧
会
議
に
来
賓
と
し
て
出
席
し
、
挨

拶
を
述
べ
る
赤
澤
亮
正
衆
議
院
議
員（
写

真
右
）

と
、
利
用
者
便
益
を
も
と
に
算
出

さ
れ
る
直
接
便
益
の
定
量
化
研
究

に
つ
い
て
の
事
業
計
画
（
案
）
③

そ
れ
に
基
づ
く
国
主
導
の
新
た
な

整
備
方
式
の
提
言
検
討
の
説
明
が

あ
り
、
い
ず
れ
も
承
認
。
い
よ
い

よ
本
格
的
な
事
業
が
ス
タ
ー
ト
す

　
　
　

企
画
政
策
課

☎
６
９
‐
０
１
２
０

　
山
口
県
下
関
か
ら
山
陰
を
縦
貫
し
、
京
阪
神
や
北
陸
ま
で
を
結
ぶ
リ
ニ
ア
又
は

新
幹
線
の
整
備
実
現
を
目
指
す
「
山
陰
縦
貫
・
超
高
速
鉄
道
整
備
推
進
市
町
村

会
議
」
の
総
会
が
６
月
３
日
、
砂
防
会
館
（
東
京
）
で
行
わ
れ
、
本
格
的
な
調

査
研
究
を
行
う
こ
と
な
ど
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
役
員
改
選
で
は
、
会
長
を
務
め

て
い
た
竹
内
功
鳥
取
市
長
の
後
任

に
、
同
市
の
深
沢
義
彦
市
長
が
新

会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
本
会
議
の
発
起
人
で
、
事
務
局

長
を
務
め
る
中
山
市
長
は
、「
こ

れ
か
ら
の
日
本
の
発
展
や
国
土
軸

を
考
え
て
い
く
上
で
、
防
災
へ
の

備
え
、
あ
る
い
は
、
世
界
を
リ
ー

ド
す
る
よ
う
な
経
済
発
展
を
し
て

い
く
に
は
、
潜
在
力
の
開
拓
が
必

要
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
要
請
と

し
て
、
国
土
軸
を
太
く
創
っ
て
い

く
た
め
に
欠
か
せ
な
い
の
が
、
山

陰
地
方
な
ら
び
に
日
本
海
沿
岸
地

域
で
あ
る
。
今
こ
そ
、
強
く
連
携

を
強
固
に
し
て
広
く
訴
え
自
ら
本

格
的
な
動
き
を
し
て
い
く
時
期
に

来
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ

ま
し
た
。

　

同
会
議
で
は
、
昭
和
の
時
代

か
ら
構
想
が
持
ち
上
が
っ
て
い
る

山
陰
新
幹
線
に
加
え
、
リ
ニ
ア
新

幹
線
の
整
備
も
視
野
に
入
れ
た
活

動
を
展
開
し
、
今
後
、
さ
ら
な
る

市
町
村
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
大

し
、
子
・
孫
の
世
代
の
将
来
的
な

地
域
づ
く
り
へ
向
け
県
域
を
越
え

た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

山陰縦貫・超高速鉄道（仮称）の構想区間

〇構想区間
山陰縦貫・超高速鉄道
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防災

梅
雨
時
期
を
前
に
災
害
危
険
箇
所
を
視
察

急
傾
斜
地
・
河
川
を
パ
ト
ロ
ー
ル

　

梅
雨
前
線
や
集
中
豪
雨
な
ど

風
水
害
の
発
生
し
や
す
い
時
期
を

前
に
５
月
23
日
、
防
災
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
京
都
府
丹
後
広
域
振
興
局
、
京

都
府
丹
後
土
木
事
務
所
、
京
丹

後
警
察
署
、
市
消
防
団
な
ど
の
関

係
機
関
か
ら
26
人
が
参
加
。
土
砂

災
害
警
戒
区
域
と
し
て
京
都
府
が

指
定
す
る
民
家
近
く
の
急
傾
斜
地

（
峰
山
町
杉
谷
地
内
）
お
よ
び
河

農政
農林水産省主催「車座ふるさとトーク」を開催

農業生産者ら江藤副大臣と意見交換
 　「６次産業化を通じた農林水産物
の地域ブランド化」をテーマにした

「車座ふるさとトーク」（農林水産省
主催）が６月７日、京丹後市役所で
開かれ、江藤拓農林水産副大臣と農
業関係者らが意見交換を行いました。
　この日、市内で６次産業化を実践
する農家をはじめ、レストラン経営
者、地域活性化に取り組む「里の仕
掛け人」など 13 人が参加。「ＴＰＰ
もあり、米をこれからどうやって海
外に売っていくか。農水省が舵をと
り、日本の文化を売り込んでほしい」

「中山間地域の対策として仕事と住
むところが必要」「鳥獣被害で耕作
意欲がなくなる」などと訴えました。

江藤副大臣は、「食を売っていくに
は、異業種が一緒になって和文化の
発信が必要」と主張。鳥獣被害につ
いては、「耕作放棄地の増加や後継
者不足にもつながる深刻な問題とし
て、対策を強化していく」と述べま
した。また、「中山間地域を見捨て
ることは絶対にしない。山を守る人
がいなくなれば、川が氾濫し、橋が
壊れ、川下が崩壊する原因になる」
として、「定住政策の観点が必要か
もしれない」と話していました。
　江藤副大臣は意見交換の前に、生
姜を使った加工品作りに取り組む㈱
エチエ農産（久美浜町女布）の圃場
見学などのほか、稲作発祥の地とさ

れる「月の輪田」（峰山町二箇）で
古代米の田植えも行いました。
　この取り組みは、閣僚らを派遣し
て政府の重要施策を説明するととも
に、現場の声を聞き、政策に生かす
ため、全国各地で実施されています。

江藤副大臣（中央）を囲んで行われた「車座
ふるさとトーク」の様子（京丹後市役所で）

川
の
氾
濫
な
ど
注
意
が
必
要
な
川

上
谷
川
（
久
美
浜
町
島
）
の
現
状

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
パ
ト
ロ
ー
ル
後
の
会
議
で
、
急

傾
斜
地
の
災
害
危
険
度
を
「
Ａ
」

判
定
と
し
、
出
水
期
に
は
、
関
係

機
関
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
今
後
の
地
元
対
応
策

を
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

防災パトロールの様子（峰山町杉谷地内で）

まちづくり

外
国
人
住
民
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

「
市
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
策
定
委
」を
設
置

　
国
籍
、
民
俗
の
違
い
に
か
か
わ

ら
ず
、
共
に
豊
か
な
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、

そ
の
指
針
と
す
る
多
文
化
共
生
推

進
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
た
め
、「
京

丹
後
市
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン

策
定
委
員
会
」
が
５
月
20
日
、
京

丹
後
市
役
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
会
議
に
は
、
京
丹
後
市
国
際
交

流
協
会
や
外
国
人
を
雇
用
す
る
企

業
、
教
育
関
係
者
、
在
住
外
国
人

な
ど
が
委
員
と
し
て
出
席
。
市
内

委員を前に講演を行う植村室長（京丹後市役所で）

に
居
住
す
る
外
国
人
の
状
況
や
今

後
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

説
明
を
受
け
た
後
、
総
務
省
自
治

行
政
局
国
際
室
の
植
村
哲
室
長
の

講
演
を
聞
き
、
多
文
化
共
生
推
進

に
至
る
経
過
や
現
状
、
プ
ラ
ン
策

定
の
必
要
性
を
共
有
し
ま
し
た
。

　

植
村
室
長
は
、「
居
住
者
の
特

徴
を
し
っ
か
り
分
析
し
、
地
域
に

根
ざ
し
た
、
10
年
先
も
見
据
え
た

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
大
切
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

福祉

障
害
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
を
支
援
す
る

身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
者
相
談
員
を
委
嘱

委嘱式後の説明会の様子（5月23日、峰山総合福
祉センターで）

　
市
は
こ
の
ほ
ど
、
身
体
障
害
者

相
談
員
16
人
と
知
的
障
害
者
相

談
員
６
人
、
新
た
に
精
神
障
害
者

相
談
員
３
人
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

任
期
は
、
平
成
28
年
３
月
31
日
ま

で
の
２
年
間
で
す
。

　
相
談
員
は
、市
の
委
託
を
受
け
、

身
体
障
害
や
知
的
障
害
、
精
神
障

害
の
あ
る
人
と
そ
の
家
族
が
抱
え

る
不
安
、
悩
み
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
応
じ
、
制
度
利
用
の
助
言

な
ど
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
相
談
の
内
容
な
ど
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。

大
宮
地
区

　
水
口
万
里
子 （
☎
68
‐
１
４
２
５
）

網
野
地
区

　
大
道　
則
夫 （
☎
74
‐
０
３
０
２
）

丹
後
地
区

　
安
藤
シ
ゲ
子 （
☎
75
‐
２
３
１
８
）

弥
栄
地
区

　
近
藤　
清
作 （
☎
65
‐
３
０
６
０
）

久
美
浜
地
区

　
野
村　
照
美 （
☎
85
‐
０
２
８
１
）

精
神
障
害
者
相
談
員
（
※
）

（
敬
称
略
）

大
宮
地
区

　
北
島　
顯
經
（
☎
68
‐
０
１
９
３
）

丹
後
地
区

　
畑
中　
景
子 （
☎
75
‐
１
１
３
７
）

久
美
浜
地
区

　
中
村　
晴
司 （
☎
83
‐
０
２
８
６
）

※
近
年
、
精
神
疾
患
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
や
、
当
時
者
、
家
族
が
抱
え

る
悩
み
は
深
刻
な
ケ
ー
ス
が
多
い
こ

と
か
ら
平
成
26
年
度
か
ら
設
置

身
体
障
害
者
相
談
員
（
敬
称
略
）

峰
山
地
区

　
山
崎　
正
夫 （
☎
62
‐
４
５
９
９
）

　
大
江　
秀
美 （
☎
62
‐
２
１
１
２
）

大
宮
地
区

　
山
本　
　
修 （
☎
64
‐
４
１
９
９
）

　
川
口　
敎の

り

子 （
☎
64
‐
４
３
２
５
）

網
野
地
区

　
吉
岡　
悦
司 （
☎
74
‐
０
９
１
０
）

　
吉
岡
市
次
郎 （
☎
72
‐
３
７
９
６
）

　
畑
本　
光
三 （
☎
72
‐
１
８
７
２
）

　
小
山　
金
三 （
☎
72
‐
３
７
６
３
）

丹
後
地
区

　
塩
谷　
良
樹 （
☎
76
‐
０
１
５
２
）

　
中
江
由
理
子 （
☎
75
‐
１
７
９
６
）

弥
栄
地
区

　
坪
倉　
義
英 （
☎
65
‐
３
５
４
５
）

　
藤
田　
泰
弘 （
☎
65
‐
２
８
１
４
） 

久
美
浜
地
区 

　
　
　
　
　

　
岸
本　
久
雄 （
☎
83
‐
０
２
２
９
）

　
豊
浦
む
つ
子 （
☎
83
‐
１
２
３
４
）

　
谷
口　
芳
一 

（
☎
82
‐
０
９
８
０
）

　
岡
田　
節
男 （
☎
84
‐
０
５
０
３
）

知
的
障
害
者
相
談
員
（
敬
称
略
）

峰
山
地
区

　
荻
野
と
み
子 （
☎
62
‐
１
１
３
４
）

　
　
　

障
害
者
福
祉
課

☎
６
９
‐
０
３
２
０

商工業

市
新
経
済
戦
略
推
進
会
議
を
開
催

実
施
施
策
に
意
見
や
要
望

　

本
市
の
商
工
業
振
興
施
策
を

体
系
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る

た
め
の
会
議
組
織
「
京
丹
後
市
新

経
済
戦
略
推
進
会
議
」
が
５
月

29
日
、
京
丹
後
市
役
所
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
昨
秋
施
行
の
京

丹
後
市
商
工
業
総
合
振
興
条
例

に
基
づ
き
策
定
し
た
「
京
丹
後

市
新
経
済
戦
略
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

１
０
０
」
に
掲
げ
る
施
策
の
進
捗

まちづくり

に
ぎ
わ
い
創
り
推
進
員
新
た
に
６
人
を
任
用

地
域
活
動
の
支
援
を
強
化

　

市
は
、
地
域
の
特
性
や

特
徴
を
生
か
し
な
が
ら
市

民
と
行
政
が
協
働
し
て
地

域
自
治
活
動
な
ど
を
活
性

化
し
、
地
域
に
に
ぎ
わ
い

を
創
出
す
る
た
め
、「
地
域

に
ぎ
わ
い
創
り
推
進
員
」

を
６
市
民
局
に
配
置
し
て

い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
新

た
に
各
市
民
局
へ
１
人
増

員
し
、
地
域
活
性
化
に
向

け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

写真左上から川戸省吾さん（大宮）、松本直
な お き

己さん（網野）、
溝尻誠さん（丹後）、嶋津功さん（峰山）、酒井良則さん（久美
浜）、本城稔

と し え

惠さん（弥栄）／（ ）は担当地域
状
況
や
平
成
26
年
度
に
実
施
す
る

事
業
内
容
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、「
女
性
が
働
き

や
す
く
な
る
よ
う
な
子
育
て
環
境

の
整
備
」
や
「
市
内
企
業
の
実
情

に
応
じ
た
柔
軟
な
支
援
」
の
必
要

性
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
る
な

ど
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
　
　

総
務
課

☎
６
９
‐
０
１
４
０
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ガイド

　

市
で
は
、
環
境
保
全
と
資
源
循
環
の

推
進
の
た
め
、
市
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
で
、
市
内
で
発
生
す
る
生
ご
み
の
資

源
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
生
ご
み
の
資
源
化
は
、
生
ご
み
か
ら
電

気
と
肥
料
を
生
み
出
す
だ
け
で
な
く
、
今

ま
で
焼
却
処
理
を
し
て
い
た
ご
み
の
量
を

減
ら
す
こ
と
に
よ
る
Ｃ
О
２
削
減
な
ど
の

環
境
保
全
効
果
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

焼
却
灰
の
減
少
に
よ
る
最
終
処
分
場
の
延

命
と
焼
却
コ
ス
ト
の
削
減
に
も
つ
な
が
る

こ
と
か
ら
、
本
市
が
目
指
す
循
環
型
社
会

環
境
の
整
備
に
貢
献
す
る
も
の
で
す
。

　　

平
成
22
年
度
か
ら
、
市
内
６
地
区

２
０
０
世
帯
を
対
象
に
生
ご
み
資
源
化
の

モ
デ
ル
事
業
を
実
施
中
で
、
毎
年
約
15
㌧

の
生
ご
み
を
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

で
資
源
化
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
に
は
「
生
ご
み
資
源
化
・

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
推
進
検
討
委
員
会
」

を
設
置
し
、
生
ご
み
の
発
生
抑
制
と
発
生

し
た
ご
み
の
資
源
化
方
策
を
検
討
し
、
平

成
30
年
に
市
内
全
世
帯
の
家
庭
生
ご
み
を

資
源
化
す
る
と
い
う
目
標
を
設
定
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
平
成
26
年
度
は
、

従
来
の
モ
デ
ル
地
区
と
合
わ
せ
て
５
０
０

世
帯
以
上
を
目
標
に
、
生
ご
み
資
源
化
対

象
地
域
の
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

　　
新
た
に
生
ご
み
の
資
源
化
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
け
る
地
域
を
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。
連
絡
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
出
前
講

座
と
し
て
説
明
に
お
伺
い
し
ま
す
。
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ＴＰＹ－2レーダー配備に伴い

近畿中部防衛局が環境調査の計測値を公表
　TPY −２レーダー配備に伴い、今年２月から３月にかけて近畿中
部防衛局が実施した騒音度調査および電磁界強度調査、水質（排水
による海への影響）調査における計測値が 6 月 11 日公表されました。
　なお、環境調査の結果については、今後も継続して複数回の調査
を実施した後に得られるものですが、レーダー運用前の現状値とし
てお知らせします。

　騒音度調査
　調査日　： 2 月 25 日（火）～26 日（水）
　調査場所：経ヶ岬通信所周辺地域３カ所（袖志農民研修施設
　　　　　　および穴文殊バス停、尾和区有地）
　調査内容：昼 12：00 ～翌日 12：00 までの 24 時間測定
　計測値　：右表のとおり

昼 夜 別 運用前第１回

昼間値
（6：00 ～ 22：00） 53.1 ～ 58.0

夜間値
（22：00 ～ 6：00） 48.0 ～ 50.8

電波防護指針値 運用前第１回

１以下 0.00 ～ 0.09

（単位：dB）

電磁界強度調査
　調査日　：３月 19 日（水）
　調査場所：経ヶ岬通信所周辺地域３カ所（レーダー設置正面海
　　　　　　上 1 カ所および袖志区、尾和区の陸上各１カ所）
　調査内容：各調査場所における電力密度を計測
　計測値　：右表のとおり

　 水質調査
　調査日　：３月 19 日（水）
　調査場所：経ヶ岬通信所周辺地域３カ所（尾和区１カ所、袖志区 2 カ所）
　調査内容：9 項目について計測
　計測値　：下表のとおり

項　　　目 単 位 環 境 基 準 値 運用前第 1 回
　水素イオン濃度（pH） pH 　7.8pH 以上 8.3pH 以下 　8.1
　化学的酸素要求量（COD） mg/L 　2mg/L 以下 　1.0 ～ 1.6
　ノルマンヘキサン抽出物質
　（鉱油類含有量） mg/L 　検出されないこと 　不検出

　ノルマンヘキサン抽出物質
　（動植物油脂類） mg/L 　検出されないこと 　不検出

　大腸菌群数
MPN/
100mL

　1,000MPN/
　100mL 以下

　２未満

　全窒素 mg/L 　0.3 mg/L 以下（年間平均値） 　0.17 ～ 0.26

　全　燐 mg/L 　0.03 mg/L 以下（年間平均値） 　0.016 ～ 0.027

　生物化学的酸素要求量（BOD） mg/L 　2mg/L 以下（河川に係る基準値） 　0.9 ～ 1.5

　浮遊物質量（SS） mg/L 　2.5mg/L 以下（河川に係る基準値） 　1 ～ 2

（単位：mW/㎠）

　　　 総務基地対策室
　　　　　☎６９‐００12

３
月
に
行
わ
れ
た
水
質
調
査

■調査に関する問い合わせ先
　近畿中部防衛局報道官
　　　　☎ 06-6945-4953

安全安心

環
ぢ
か
ら
通
信環

境
バ
イ
オ
マ
ス
推
進
課

　
　
　
☎
６
９
‐
０
４
８
０ 台所で行う分別が、資源化への第一歩となります

プラ

○
×

Vol.1

生
ご
み
の
資
源
化
を
推
進
し
て
い
ま
す

　今号から始まった「環ぢから通信」。今後は、生ごみの資源化による資源の循環を、人と自然とをつな
ぐ「環

わ

」としてとらえ、環境教育から農業振興までさまざまなテーマでお伝えする予定です。

家庭菜園等での活用

◎エコエネルギーセンター

◎生産農家

◎一般家庭

一般家庭の生ごみ資源化サイクルのイメージ

　今後は、その他の資源化
方法も含め、市内生ごみの
資源化に向けた推進体制を
強化して、さらなる資源循
環の仕組みづくりを進める
予定です。

農産物

生ごみ

液　肥

液　肥

商　品
農産物

モ
デ
ル
事
業
の
対
象
を
５
０
０
世
帯
に

生
ご
み
資
源
化
参
加
地
域
を
募
集
中
!!
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提
案
書
の
概
要

　

既
存
の
２
０
０
円
バ
ス
や
Ｋ

Ｔ
Ｒ
の
取
り
組
み
の
う
え
に
電

気
タ
ク
シ
ー
の
導
入
を
促
進
す

る
な
ど
グ
リ
ー
ン
・
ウ
エ
ル
ネ

ス
な
新
公
共
交
通
体
系
を
実
現

し
、
健
康
長
寿
や
介
護
予
防
、

生
活
支
援
な
ど
福
祉
と
健
康
未

来
社
会
を
創
造
。
ま
た
こ
れ
を

観
光
の
活
性
化
や
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
域
展
開
を
住
民

協
働
に
よ
り
進
め
、
先
端
的
研

究
開
発
の
導
入
に
よ
る
伝
統
産

業
の
再
生
と
未
来
型
グ
リ
ー
ン

産
業
を
産
官
学
連
携
の
も
と
創

造
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

イ
メ
ー
ジ
図
は
12
㌻

　平成２６年１月に設置された「地域活性化の推進に関する関係閣僚会合」において決定された「成長戦略改
訂に向けた地域活性化の取組みについて」（詳しくは内閣官房ホームページを参照）に基づき、成長戦略の改
定に向け、政府が新たな活力ある地域づくりと地域産業の成長を具現化することを決定。全国の地域課題で
ある「超高齢化・人口減少社会における持続可能な都市・地域の形成」または「地域産業の成長・雇用の
維持創出」の施策テーマについて公募が行われ、本市の提案書が全国33件の１つとして選定されました。
これにより、国の各省の関係課長級職員によるワンストップで総合的なコンサルティングの実施や税財政
上・金融上の支援を享受できるなど、行政課題の解決やまちづくりの発展に大きな弾みが付きました。今
回は、提案書の概要を紹介します。

提案タイトル
　「グリーン・ウエルネス新公共交通体系の構築とそれを核とした
　　　　　　　環境調和・健康未来創造スマートコミュニティの実現」

首
相
官
邸
で
中
山
市
長
が

　
プ
レ
ゼ
ン
決
定

　

平
成
26
年
５
月
29
日
に
開
催
さ
れ

た
「
第
３
回
地
域
活
性
化
の
推
進
に
関

す
る
関
係
閣
僚
会
議
等
会
合
」
に
お
い

て
、
全
国
１
３
５
件
の
応
募
提
案
の
中

か
ら
33
件
の
「
地
域
活
性
化
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
」
の
１
つ
（
京
丹
後
市
と
宮
津
市
の

提
案
書
が
統
合
）
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
６
月
10
日
に
は
、
京
丹

後
市
役
所
に
お
い
て
国
の
各
省
の
関
係

課
長
級
で
構
成
さ
れ
る
政
策
対
応
チ
ー

ム
お
よ
び
有
識
者
で
構
成
さ
れ
る
ワ
ー

キ
ン
グ
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
総
合
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
が
実
施
さ
れ
、33
件
の
中
か
ら
、

さ
ら
に
６
件
の
提
案
が
首
相
官
邸
で
行

わ
れ
る
関
係
閣
僚
会
合
の
場
（
６
月
24

日
）
に
お
い
て
事
例
報
告
す
る
こ
と
に
な

り
、
本
市
と
宮
津
市
の
事
例
報
告
が
選

ば
れ
る
な
ど
、
国
の
各
府
省
か
ら
も
注

目
を
さ
れ
る
取
組
提
案
と
な
り
ま
し
た
。

国の各省課長級で構成するワーキングチー
ムを前に、提案書の説明を行う中山市長

   本市の提案が国の「地域活性化モデルケース」に選定!!

　主な取り組みのねらい
200円バス、ＫＴＲ改革に加え、
①ＥＶタクシー（※１）の導入等による体系化された、グリーンでウエルネ
　ス（※２）な付加価値を有する新たな公共交通体系の構築　　
②このための太陽光など再生可能エネルギー生産の拡大と、これによるＥＶ
　タクシー等への充電システムの構築
③グリーンな新公共交通体系の構築による外出支援の多様な促進を通じたウ
　エルネス社会の創造
④	 　	　　　　　　〃　　　　　　　による観光振興
⑤新たな養蚕システムへの先端的研究開発の導入による伝統産業「丹後ちり
　めん」の再生＝新シルク産業の創造へ
⑥住民協働、企業連携、大学連携など協働によるまちづくりの推進　など
※詳しい提案内容は、京丹後市ホームページhttp://www.city.kyotango.
lg.jp/ の記者会見等資料（5月29日付け）をご覧ください。
※本市の提案書は宮津市の同提案書「竹を資源として活用した里山経済圏形
成モデルプロジェクト」と統合して選定されました。

用語説明
※１　EV タクシーとは、電気自動車 (EV) を使用したタク
シーのこと、あるいは、電気モーターを動力源として動くタ
クシーのこと。地球温暖化の原因とされる二酸化炭素を走行
中に排出しないことから、環境にやさしいタクシーとされる。

※２　ウエルネス（Wellness）とは、健康を総合的にとら
える考え方で、疾病や障害の有無にかかわらず、運動、休養、
栄養などのバランスが大切と考えること、又は総合した健康
生活の実践に関すること。

Ａ．グリーン・ウエルネス新公共交通体系の構築とそれを核とした環境調和・健康未来創造スマート
　　コミュニティの実現

Ｂ．伝統産業の振興と新産業の創出

Ｃ．過疎地域での大学制度の導入 

＜ＥＶタクシーの導入とそのための再生可能エネルギーによる供給システムの構築全般＞

（１）地域産の再生可能エネルギーの地域内事業への供給システム構築のために、	地域産エネルギー供給事業者の
　売却価格等、タクシー等事業者側の購買価格等それぞれにおいて、現行システム下での電力事業者との販売、
   購買局面よりも少なくとも不利にならない仕組みの構築を工夫

（２）上記のシステム構築を基礎にして、将来的には、京丹後で生産された再生可能エネ
ルギーによる地域のＥＶタクシー、電気自動車等各種交通体系へのエネルギー供給を皮
切りに、更に進んで市内の様々な分野の事業所等に対してもエネルギー供給が可能な限
りできる地域自立システムをつくり、それを地域の経済的な魅力に

⇒　環境にやさしくて、経済が自立して強い、再生可能エネルギーの循環活用による「京丹後型グリー
			ン経済」の構築へ

＜世界へと発展しうる新シルク産業の創造関連＞　等　
　
（１）大学連携による新たな養蚕技術・システムを構築・展開
　　①遺伝子組換蚕の研究（主に信州大学と）　⇒　「スパイダーシルク（※）研究」の実施
　　②「周年等養蚕システム」の研究・実践（主に京都工芸繊維大学と）　等
（２）現在、全国２６市区町村と「シルクのまちづくり市区町村協議会」で連携中。世界遺産化
　の富岡製糸場関連をはじめ、川下・川中・川上の国内各シルク関連産地が連携して行う取り
　組みについて協力・支援等
（３）２０２０年の東京オリンピック・パラリンピックに向け、ジャパンブランド化、新製品の展示博覧会や開会
				式などでの活用（京小町・丹後小町踊り子隊による演舞など）への多様な検討
　
　（※）スパイダーシルクは羽毛より軽く、鋼より強い。カイコに蜘蛛糸遺伝子を導入することによって作ることが可能。

＜新しい形のいわば「地域協働大学」の制度化＞　等

　今後、大学との連携をますます活性化して、地域社会、地域産業の自立的活性化につ
なげていきたい。このため、地域での多様な大学による体系的な活動をもって一の大学
教育機能の実体を構成するものについて、域学連携の考え方を発展させて、いわば
「地域協働大学」のような形で新法人の制度化を。
⇒　そうすることで
①域学連携の形が持続的・安定的に発展させる制度的基礎をもつことができる
②通常の大学法人の設立が条件的に困難な地域でも新しい形での“大学の設立”ができる
③学生にとっても、本来の所属大学に加えて、○○の地域協働大学を卒業した、というキャリア取得のインセンティ
ブが働く、など

企画政策課 ☎６９‐０１２0

国への３つの要望事項

ＥＶタクシー（イメージ）

全国で
33 件
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観光と伝統産業の振興

 グリーン ・ ウ エルネス新公共交通体系の構築とそれを核とした環境調
　和・健康未来  創造スマートコミュニティの実現  （イメージ）

観
光
客
増

地
場
産
品
売
上
増

①超高品質化
 ☞スパイダーシルクの研究
②生産性の向上
 ☞周年等飼育

排熱利用施設・閉校舎

鉄道：上下分離導入
丹
後
ち
り
め
ん
製
の
座

席
カ
バ
ー

養蚕

食品生産工場

健
康
長
寿

レ
シ
ピ

特Ａ米

農業

食品残渣

京
丹
後
エ
コ
エ
ネ
ル

ギ
ー
セ
ン
タ
ー

排熱
液肥

高齢者上限 200 円レールの導入

（高齢者利用者約 3 倍増）など

新会社「ウィラー」による

新たな経営と連携スタート

観光立市推進条例、振興計画

を策定・推進など

　“海の京都”構想を加え、

新鉄道経営者も参加し、周辺

観光を本格的に体系化・推進

・閉校舎などを活用し、大学とよく

連携した織物等新素材の開発研究、

農商工連携、グリーン経済推進

・織物、健康等関連新素材の開発研究

など〝絹のふるさと京丹後〟の推進

大学連携

・食品残渣投入のバイオガス発電に

よる電力供給、液肥生産

・太陽光発電事業開始（本年 4 月）

・小型風力発電の支援など

市内ごみの全量投入の推

進、太陽光事業の駅周辺空

間・市民展開など

生ごみバイオガス発電・蓄電

これまで各分野で取

り組んできたもの

本構想実現に向けて

これから取り組む予

定の事業

住民協働

公共交通
利用者増

利用を楽しむ、
ベンチ制作など

一般家庭・施設などに
太陽光パネルを設置

学校

駅

売電

電力会社

充電器
充電器

ＥＶタクシー

太陽光・生ごみバイオガス発電

地域包括ケアの推進
・ウォーキングマップや「200

円レール」を活用した広域散策

マップの作成

・健康長寿「百寿人生のレシピ」

・市民スポーツ新聞の発行など

供給

・ノルデックウォークはじめウォーキング総合

促進システム（ポイント制度導入）

・百歳長寿秘訣集作成

・「生涯現役社会」　( 仮称 ) 条例 を策定

・高齢者参加型食堂の開設支援（5 月）

・バスデマンド運行 ・ ＥＶタクシーによる買い

物難民の解消、生活必需品の配送、見守り代行

システム等の検討・推進など

健康長寿・介護予防 生活支援

福祉と健康未来社会の創造

上限 200 円バスの導入（利用者約 2.3 倍増）など

新たなデマンド運行型の導入やさら

なる公共交通空白地の解消など

昨年秋から協議会にオブザーバ
参加。電気自動車急速充電器設
置着手（市内３カ所）

買い物難民・通院対策を視野に入

れ、民間ベースでのＥＶタクシー

の導入を推進。再生可能エネル

ギーの充電システムを構築。総合

的な便宜向上のためのＩＣＴ支援

システムの開発

環境循環都市「京丹後」  から、地域と一体となって

環境調和・健康未来創造スマ  ートコミュニティを推進します。

高
速
道
路
網
の
拡
充

グリーン・ウエルネス
新 公 共 交 通 体 系 の 実 現

太陽光パネル

バス：200円バス

高級シルク「丹後ちりめん」

外出支援・
ウエルネス向上

周遊等活性化

京丹後
夢まち創り大学

同志社大学など
域学連携参加大学

大
学
と
研
究
開
発

最先端のＩＣＴタウン化へ
バス

大学 観光ＥＶタクシー
鉄道

好循環

好循環

最先端の情報通信技術（ＩＣＴ）を活用し、これら

の資源をネットワークで結び、未来型情報都市を目

指します。

環境エネルギー
Ｉ Ｃ Ｔ ネ ッ ト ワ ー ク の 総 合 的 構 築

グリーンエネルギーの充填システムの構築

持続発展する地域づくり

信州大学
再生可能エネルギーの全面展開

移
動
・
交
流
の

活
性
化

生ごみ収集

快適で便利な
移動サービスの提供

新シルク産業の創出

その他

住民

京都工芸繊維大学
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廃
校
舞
台
に
特
別
授
業

　

廃
校
を
活
用
し
て
授
業
や
イ
ベ
ン

ト
を
行
う
「
大
人
と
子
ど
も
の
登
校

日
・
ア
ン
ト
キ
ノ
キ
モ
チ
」（
同
実
行

委
員
会
主
催
）
が
５
月
17
、
18
日
の

両
日
、
網
野
町
の
旧
郷
小
学
校
で
開

か
れ
た
。
２
日
間
で
家
族
連
れ
な
ど

約
２
０
０
人
が
訪
れ
、
学
校
が
生
き

生
き
と
活
気
づ
い
た
。

　

丹
後
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
イ

ベ
ン
ト「m

ix

ひ
と
び
とtango

」（
ミ

ク
タ
ン
）
の
一
環
と
し
て
、
市
内
の
若

手
メ
ン
バ
ー
が
企
画
。
地
域
の
人
た
ち

や
市
職
員
が
先
生
役
を
務
め
た
。
廃

校
を
活
用
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み

と
し
て
注
目
さ
れ
た
。

　
チ
ャ
イ
ム
の
合
図
で
授
業
が
ス
タ
ー

ト
。「
昔
話
の
中
の
丹
後
」
と
題
し
、

丹
後
に
伝
わ
る
浦
島
太
郎
の
物
語
が

紹
介
さ
れ
た
ほ
か
、
副
住
職
が
「
は

た
ら
く
と
い
う
こ
と
」
の
意
味
に
つ
い

て
体
験
談
を
交
え
て
語
り
、
参
加
者

た
ち
は
、
学
校
で
は
教
わ
ら
な
い
特
別

授
業
に
聞
き
入
っ
た
。

　

図
書
室
で
は
、「
ア
ン
ト
キ
ノ
キ
モ

チ
～
絵
本
展
～
」
と
題
し
、
地
域
の
人

た
ち
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
絵
本
が
展
示

さ
れ
た
ほ
か
、
参
加
者
た
ち
が
好
き
な

絵
本
を
紹
介
す
る
「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト

ル
」
が
行
わ
れ
、
絵
本
の
魅
力
を
語

り
合
っ
た
。
ま
た
、
校
庭
で
の
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
理
科
室
で
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
絵
本
作
り
な
ど
も
あ
り
、
学
校

全
体
に
笑
顔
が
溢
れ
て
い
た
。

1 時間目1時間目 2時間目2時間目 3時間目3時間目 4時間目4時間目 5時間目5時間目 5
月
17
日
（
土
）

5
月
18
日
（
日
）

◆ 

小
山
元
孝 

先
生

昔
話
の
浦
島
太
郎
を
紹
介
。
大
正

時
代
の
教
科
書
や
絵
本
を
使
い
、

童
話
に
す
る
に
当
た
っ
て
物
語
が

変
化
し
た
こ
と
な
ど
を
解
説
し
た
。

◆ 

宮
北
裕ひ
ろ
美み 

先
生

“
自
分
を
表
現
す
る
方
法
”
と
し
て

身
体
を
自
由
に
動
か
す
ダ
ン
ス
を

提
案
。
参
加
者
た
ち
は
、
落
ち
る

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
の
動

き
を
ダ
ン
ス
に
し
て
披
露
し
合
っ

た
。

自
分
の
お
す
す
め
す
る
絵
本
を
制

限
時
間
内
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
す
る
「
絵
本
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」。

５
人
の
参
加
者
が
ス
ト
ー
リ
ー
や

本
と
の
出
逢
い
、
思
い
出
な
ど
を

紹
介
し
合
っ
た
。

◆ 

今
村
祐ゆ

う
恵え 

先
生

縁
城
寺
（
峰
山
町
橋
木
）
の
副
住

職
を
務
め
る
今
村
さ
ん
が
教
壇
に
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た

宮
城
県
石
巻
市
を
訪
問
し
た
体
験

を
も
と
に
、「
は
た
ら
く
」
と
は
、

は
た
（
と
な
り
）
の
人
を
ら
く
（
楽
）

に
す
る
こ
と
で
あ
る
と
語
っ
た
。

小
学
校
の
空
間
が
、
京
都
市
左
京

区
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
に
よ
っ
て
、

「
ア
ー
ト
」
や
「
音
」
が
楽
し
め
る

左
京
ワ
ー
ル
ド
に
変
身
し
た
。

図
工
の
時
間
は
、
廃
材
や
流
木
を

素
材
に
、
ノ
コ
ギ
リ
や
金
槌
を
使
っ

て
オ
ブ
ジ
ェ
を
制
作
。
音
楽
の
時

間
に
は
、
楽
器
を
持
っ
た
子
ど
も

た
ち
が
校
内
を
行
進
し
た
。

◆ 

野
村
隆
文 

先
生

丹
後
の
木
材
を
活
用
し
た
木
の
駅

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
を
紹

介
。
参
加
者
た
ち
は
木
の
枝
を
使
っ

た
色
鉛
筆
作
り
も
楽
し
ん
だ
。

◆ 

長
瀬
美
奈 

先
生

ヨ
ガ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
務

め
る
長
瀬
さ
ん
は
「
身
体
の
動
き

と
姿
勢
」
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

参
加
者
同
士
で
姿
勢
分
析
も
行
っ

た
。

◆ 

芦
田
久
美
子 

先
生

世
界
55
カ
国
以
上
を
旅
し
た
芦
田

さ
ん
。「
旅
の
醍
醐
味
は
そ
の
土
地

を
愛
す
る
現
地
の
人
と
話
し
、
風
土

な
ど
を
体
感
す
る
こ
と
」と
語
っ
た
。
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　「絵本とキモチをリレーするイベントがした
い！」そんな想いをジャムセッション（広報きょ
うたんご２月号参照）で提案したところからこ
のイベントはスタートしました。「絵本に出てく
るようなお菓子を作ったらどうだろう」「廃校
を使ってみては」など、たくさんのアイデアが
出て、また一緒にやってくれる仲間も見つかり
ました。

　イベントを通して思ったことは、“想い ”や
“夢 ”をカタチにしていくことはとっても楽しい
ということ。また、「こんなイベントをやりたい！」
と声をあげたとき、本当にたくさんの方が応援
してくださり、改めて京丹後に暮らす人の温か
さと器の大きさを実感しました。今、丹後には
熱い想いを持った人がたくさんいます。これか
らどんなことが始まるのか楽しみですね。

８

７

４ 1

５ ２

12

14

６９

11

３

13 10

１
絵
本
を
使
っ
て
浦
島
太
郎

の
物
語
を
紹
介
す
る
小
山
元

孝
先
生　

２
子
ど
も
も
大

人
も
一
緒
に
な
っ
て
授
業
に

参
加　

３
網
野
高
校
の
書

道
部
に
よ
る
書
道
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス　

４
図
書
室
で
行
わ

れ
た
紙
芝
居
の
読
み
聞
か

せ  

５
機
能
的
な
身
体
の
動

か
し
方
に
つ
い
て
解
説
す
る

長
瀬
美
奈
先
生　

６
落
ち
る

テ
ィ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
の
動
き

を
ダ
ン
ス
で
表
現　

７
最
後

の
授
業
が
終
わ
り
、
記
念
撮

影
す
る
参
加
者
と
ス
タ
ッ
フ

８
教
室
で
授
業
に
聞
き
入
る

参
加
者
た
ち　

９
左
京
キ
ャ

ラ
バ
ン
隊
の
先
導
で
、
太
鼓

を
叩
き
な
が
ら
校
内
を
行
進

す
る
子
ど
も
た
ち　

10
峰

山
共
同
作
業
所
の
仲
間
た
ち

が
段
ボ
ー
ル
な
ど
に
絵
を
描

い
て
デ
ザ
イ
ン
し
た
カ
フ
ェ 

11
市
内
の
ケ
ー
キ
屋
さ
ん

（kanabun

）
が
絵
本
の
中

に
登
場
す
る
ケ
ー
キ
を
再
現  

12
指
導
を
受
け
な
が
ら
釘

打
ち
を
練
習
す
る
子
ど
も　

13
「
は
た
ら
く
と
い
う
こ
と
」

に
つ
い
て
語
る
今
村
祐
恵
先

生　

14
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
で

絵
本
の
紹
介
に
聞
き
入
る
参

加
者
た
ち

アントキノキモチ ～絵本展～　　実行委員会　代表　長瀬 啓二 さん（27）　
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丹 後 町

▶
ス
ナ
ビ
キ
ソ
ウ
に
集
ま
る
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
（
水
晶
浜
で
）

　海を渡り旅する蝶として知られるアサギマダラが５月
下旬から６月中旬にかけて、八丁浜 ( 網野町 ) の東側奥
にある水晶浜などに飛来しました。
　アサギマダラは、体長６㌢ほどで、日本の南西諸島に
多く生息しており、春から初夏に涼を求めて北上します。
アサギマダラをひき付けるスナビキソウが自生する網野町の
海岸では、毎年この時期に確認されています。
　高温水晶（石英）でできた砂浜が広がる水晶浜では、
あちこちで優雅に舞うアサギマダラの姿が見られ、訪れる
人たちの目を楽しませていました。

　市は、市内の小学生を対象とした「お
魚料理教室」を 6 月６日、間人小学校（丹
後町）で開催しました。同小５年生の児童
21 人が参加して、朝捕れたばかりの新鮮
なアゴ（トビウオ）を使った料理に挑戦し
ました。
　この日は、府漁協婦人部のメンバー８人
が指導。児童たちは、包丁を使ってアゴの
うろこや内臓をきれいに取り除き三枚にお
ろした後、ミンチにして丸め、魚肉ハンバー
グとつみれ汁を作りました。約２時間で完
成させ、全員で試食。自分たちで手作りし
た料理をおいしそうに味わっていました。 
子どもたちは「包丁が引っかかったけどう
まくできた」「料理が面白かった」などと
笑顔で話していました。
　同教室は、魚を食べる習慣の普及と消
費拡大が目的。府漁協網野、久美浜両婦
人部の協力を得て、網野町や久美浜町で
も開催しています。

「
元
気
で
大
き
く
育
っ
て
ね
」

〝旅する蝶″が水晶浜でひと休み
アサギマダラが今年も飛来

網 野 町

弥 栄 町
6月４日

６月6日

　弥栄町野間地区を流れる野間川全域で
６月４日、稚鮎の放流が行われ、黒部保育
所児童ら17人が放流を体験しました。こ
の取り組みは、野間漁業協同組合と野間
連合区が合同で行ったものです。
　この日は、大きさ10㌢から14㌢ほどの
アユ約２万匹を上流から下流に掛けて放
流。子どもたちは、上流の河川敷で放流
を体験し、「元気で大きく育ってね」と口々
に話していました。
　同区では、７月１３日にアユ漁が解禁さ
れます。

　「子どもたちを包み込むはぐくみの環境づくり」をテー
マとする丹後ＰＴＡ指導者研修会（府教委主催）が 6
月 1 日、アグリセンター大宮で開催され、管内の幼稚園、
小・中学校ＰＴＡ役員など約 250 人が参加。子どもた
ちの現状と課題報告、実践発表や講演などを聴講し、社
会の変化に対応した子育てについて研鑽しました。
　『自立できる子を育てる』と題した講演で加藤関西福
祉大学副学長は、コミュニケーション不足の子どもが増
えていることを指摘。「一家団欒の場のような世間話が
できる空間づくりが必要」と述べたほか、「褒める、励
ますなどの言葉かけが大切」と話していました。

▶
加
藤
関
西
福
祉
大
学
副
学
長
に
よ
る
講

　

演
の
様
子

自立できる子育ての仕方を学ぶ
アグリセンター大宮でＰＴＡ研修会

大 宮 町
6月1日

▲透き通った野間川で放流を行う子どもたち

5月～ 6月

▲「地球星歌～笑顔のために～」を全校合唱する生徒たち

「
響
け
、
届
け
、
峰
中
の
歌
声
」

丹
後
文
化
会
館
で
峰
山
中
学
校
が
合
唱
祭
6月7日
峰 山 町

　久美浜高校で６月９日、同校の生徒たち
による市の花「トウテイラン」の苗作り作
業が行われました。
　市が進める「花いっぱい運動」の一環
で、久美浜一区の住民が同区内に 300 個
のプランターを設置し、2,700 本のトウテ
イランを植栽する取り組みを企画。このう
ち 900 本は、趣旨に賛同した同校の生徒

たちが苗作りか
ら育

いく

苗
びょう

管理まで
を行うこととな
りました。
　この日は、２・
３年の生徒 17 人
が参加。環境省

自然公園指導員の後藤久和さんに教わり
ながら、ポットに挿し木していきました。
　今後、８月まで同校の生徒たちが水や
りなどの世話を行い、９月に久美浜駅前の
通りや商店街にプランターを設置。11 月
には、美しい紫色の花を咲かせます（写真）。

▲挿し木作業を行う久美浜高校の生徒たち

久
美
浜
一
区
を
ト
ウ
テ
イ
ラ
ン
で
い
っ
ぱ
い
に

久
美
浜
高
の
生
徒
が
９
０
０
本
の
苗
作
り
作
業
６月９日
久美浜町

間
人
小
の
児
童
が
さ
か
な
料
理
に
挑
戦

旬
の
ト
ビ
ウ
オ
使
い
料
理
教
室

▲手ほどきを受けながら旬のアゴを３枚おろしにする児童たち

スマートフォンなどの端
末を使って右のコードを
読み取ると、動画が再生
されます。※機種等によ
り再生されない場合があ
ります。

峰山中学校合唱祭の様子

黒
部
保
育
所
児
童
が
野
間
川
で
ア
ユ
を
放
流

　丹後文化会館（峰山町）で６月７日、
峰山中学校合唱祭が行われ、生徒（全校
412 人）が華麗な混声合唱を披露しまし
た。開会式で生徒会長の渡

わた

利
り

渚
なぎさ

さん（３
年）は「それぞれのクラスやブロックで、
みんなが心を一つにして取り組んできま
した。素晴らしい会場で力を出し切りた
いです。『響け、届け、峰中の歌声！』」
とあいさつ。客席には保護者、地域住民のほか、来年
度同中学校に入学する６年生（138 人）も詰めかけ、
耳を傾けました。
　生徒らは、「旅立ちの時」「空駆ける天馬」「LOVING 
YOU」など各学年 13 クラスそれぞれの楽曲と、縦割
りの４ブロックで１曲ずつを発表。最後に「地球星歌
～笑顔のために～」を全校合唱して締めくくりました。
　最優秀賞は１年１組「Let's search for tomorrow」、
２年２組「時の旅人」、３年１組「春に」、赤ブロック※「僕
の宝物」が受賞しました。
（※）赤ブロックは3年 3組、2年 4組、1年 2組、1年 3組で構成
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京
丹
後
市
火
災

予
防
条
例

の
改
正
に

よ
り
、
祭

礼
や
縁
日

な
ど
多
く
の
人
が
集
ま
る
催

し
で
、
火
気
器
具
等
を
使
用

す
る
露
店
等
を
開
設
す
る
場

合
に
は
、
届
出
が
必
要
に
な

り
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
消

火
器
の
設
置
も
義
務
付
け
ら

れ
ま
す
。

　

催
し
の
規
模
に
よ
り
、
届

出
内
容
に
違
い
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
消
防
本
部

予
防
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。（
☎
６
２
‐

５
１
１
９
）

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
楽
し
め
る
催
し
と
な
る
よ

う
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

達
す
る
ほ
ど
速
い
流
れ
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
水
泳
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
で

も
流
れ
に
逆
ら
っ
て
泳
ぐ
こ
と
は
難
し
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
流
さ
れ
る
方
の
多
く
は
、
突
然
海
流
に
巻

き
込
ま
れ
る
こ
と
、
流
れ
で
体
の
自
由
が
奪

わ
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
速
い
速
度
で
岸
か
ら

遠
ざ
か
っ
て
い
く
こ
と
か
ら
パ
ニ
ッ
ク
に
な

り
や
す
い
た
め
、
結
果
と
し
て
お
ぼ
れ
て
し

ま
う
方
も
い
ま
す
。
離
岸
流
に
流
さ
れ
た
と

き
は
、
パ
ニ
ッ
ク
に
な
ら
な
い
よ
う
落
ち
着

く
と
と
も
に
、
岸
に
向
か
っ
て
真
っ
す
ぐ
泳

が
ず
、
岸
と
平
行
に
泳
ぐ
こ
と
で
離
岸
流
か

ら
脱
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
事
故
多
発

　　
梅
雨
が
過
ぎ
汗
ば
む
陽
気
に
な
る
と
、
海

水
浴
や
釣
り
な
ど
、マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
の
シ
ー

ズ
ン
に
な
り
ま
す
。
市
内
に
あ
る
海
水
浴
場

も
７
月
に
入
る
と
海
開
き
を
し
、
多
く
の
海

水
浴
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
楽
し
い
は
ず
の
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
毎
年
多
く
の
事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
夏
の
思
い
出

を
作
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
マ
リ
ン
レ

ジ
ャ
ー
を
安
全
に
楽
し
む
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　　

昨
年
、
市
内
で
発
生
し
た
マ
リ
ン
レ

ジ
ャ
ー
に
関
係
す
る
事
故
は
、12
件
で
し
た
。 

　
平
成
21
年
か
ら
平
成
25
年
の
５
年
間
で
は

60
件
発
生
し
て
お
り
、
中
に
は
尊
い
命
が
失

わ
れ
る
事
故
も
あ
り
ま
し
た
。

　
事
故
の
原
因
は
い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ
ま
す

が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が
命
に
か
か
わ

る
重
大
な
事
故
を
招
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　　

海
上
保
安
庁
が
調
べ
た
平
成
24
年
中
の

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
に
伴
う
事
故
者
数
を
み
る

と
、
最
も
多
い
の
が
遊
泳
中
の
事
故
で
、
そ

の
う
ち
約
20
㌫
が
離り

岸が
ん

流り
ゅ
う

と
関
係
し
て
い
ま

す
。

　
離
岸
流
は
、
岸
か
ら
沖
へ
向
か
っ
て
強
く

流
れ
る
幅
10
～
30
㍍
、
長
さ
10
～
３
０
０
㍍

程
度
の
海
流
の
こ
と
で
、
秒
速
最
大
２
㍍
に

　　ちょっとした不注意が大事故に

マリンレジャーを安全に楽しもう！

　　
穏
や
か
に
見
え
る
海
で
も
離
岸
流
は
発
生

し
ま
す
。

　
例
え
ば
、
遠
浅
で
海
岸
線
が
長
い
と
こ
ろ

や
河
口
付
近
、
人
工
構
造
物
の
近
く
は
、
海

流
の
変
化
が
起
こ
り
や
す
く
注
意
が
必
要
で

す
。
波
打
ち
際
に
ご
み
が
集
ま
っ
て
い
る
と

こ
ろ
や
、
周
囲
に
比
べ
海
面
が
ざ
わ
つ
い
て

い
る
と
こ
ろ
を
見
つ
け
た
と
き
は
、
離
岸
流

が
発
生
し
て
い
る
場
所
と
考
え
て
近
づ
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
や
監
視
員
の
目

が
届
き
に
く
い
場
所
で
の
遊
泳
は
、
発
見
が

遅
れ
て
事
故
に
な
り
や
す
く
な
る
た
め
、
避

け
ま
し
ょ
う
。

　　
離
岸
流
に
流
さ
れ
て
い
る
人
や
遊
泳
中
に

溺
れ
て
い
る
人
を
見
つ
け
た
と
き
は
、
背
が

立
つ
場
所
で
も
す
ぐ
に
飛
び
込
ま
ず
、
周
り

に
い
る
人
に
助
け
を
求
め
ま
し
ょ
う
。
同
時

に
、
海
上
保
安
庁
・
消
防
署
へ
救
助
の
要
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
し
て
、
身
の
周
り
に
助
け
る
た
め
の
道

具
が
な
い
か
探
し
て
く
だ
さ
い
。
浮
き
輪
は

も
ち
ろ
ん
、
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
や
飲
料
水

な
ど
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
も
浮
き
具
と
し
て
利

用
で
き
る
た
め
、
救
助
隊
な
ど
が
到
着
す
る

ま
で
の
時
間
を
稼
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
火
災
予
防
条
例
を
改
正

死
亡
事
故
含
め
５
年
間
で
60
件

突
然
流
さ
れ
る
離
岸
流
に
注
意

ご
み
が
集
ま
っ
て
い
る
場
所
に
注
意

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
浮
き
具
に

緊
急
海
上
保
安
庁　
　
☎
１
１
８

消　
防　
署　
　
☎
１
１
９

局番なし

スマートフォンなどの端末を使っ
て上のコードを読み取ると、動画
が再生されます。※機種等によ
り再生されない場合があります。

ペットボトルを
利用した救助方法

▲多くの海水浴客でにぎわう小天橋海水浴場（久美浜町）

▲届出書様式（見本）

ペットボトル（２㍑）
ナイロン袋

クーラーボックス※ペットボトルやナイロン袋は、
少し水を入れると投げやすくなり
ます。また、ペットボトルは、ひ

もをくくり付けて流されている人
に投げ渡し、ひもをたぐり寄せ
て救出することもできます。

離岸流に流されたら、
岸と平行に泳ごう！！

向岸流 沿岸流

泳ぐ方向

夏目
前！

19 2014.07 182014.07

2 0 14 年 7月

付けていますか
住宅用火災警報器
月に一度は動作点検

たんごの風 61 号

〜安全に楽しむためのポイント〜
◆遊泳区域内で泳ぎましょう
 遊泳区域外は離岸流が発生しやすい場所が多 
 く、監視員の目も届かないため危険です。
◆体調不良のときは海に入らない
 睡眠不足や疲れているときは海水浴はやめま
 しょう。
◆お酒を飲んだら海に入らない
 事故者の多くはお酒を飲んでいます。平衡感
 覚を失い溺れる危険性があるので絶対にやめ
 ましょう。

◆天気予報を確認しましょう
 天候が悪いときや、波が高いときは海に入らな
 いようにしましょう。
◆準備運動は念入りに
 準備運動を怠ると海の中でけいれんを起こして
 溺れる危険性があります。
◆同行者から目を離さない
 溺れる人は、息をするのに必死で、助けを求め
 ることができません。常に同行者の状況を確認
 しましょう。

火気使用する露店の開設には届け出が必要に

見
本
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金
か ね

桝
ま す

 圭
け い

佑
す け

 君（大宮第一小６年）

金
桝
圭
佑
君
（
大
宮
第
一
小
６
年
）
が
金
賞

受賞できて、本当にうれし
いです。大好きな京丹後
の自然を守るため、自分
にできることから取り組ん
でいきたいと思います！

喜びの声

平
井
嘉
一
郎
文
庫
記
念
事
業
「
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

第５回

　

平
井
嘉
一
郎
文
庫
記
念
事
業

「
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
※
の
発
表

会
と
表
彰
式
が
５
月
17
日
、
ア

グ
リ
セ
ン
タ
ー
大
宮
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
た
大

宮
町
内
の
小
学
校
５・
６
年
生

2
2
1
人
の
中
か
ら
、
事
前
審

査
の
結
果
、
入
選
し
た
10
人
が

作
文
を
発
表
。
こ
の
中
か
ら
、

大
宮
第
一
小
学
校
６
年
金か

ね

桝ま
す

圭け
い

佑す
け

君
の
『
環
境
を
守
る
た
め
に
』

が
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

金
桝
君
は
『
ぼ
く
の
・
稲
荷

山
戦
記
』
を
読
ん
で
「
環
境
に

つ
い
て
真
剣
に
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
水
や
電
気
を
使
い
す

ぎ
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
な
る

べ
く
自
転
車
で
出
掛
け
た
り
す

る
こ
と
を
思
い
付
き
ま
し
た
。

自
分
が
で
き
る
小
さ
な
小
さ
な

こ
と
を
積
み
重
ね
て
、
美
し
い

自
然
を
残
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
綴
り
ま
し
た
。

　

銀
賞
は
同
小
５
年
田た

中な
か

歩あ
ゆ

夢む

君
の
『
こ
ん
な
ふ
る
さ
と
の
ま

ち
で
あ
っ
て
ほ
し
い
』、
銅
賞
に

は
大
宮
南
小
学
校
５
年
千ち

種ぐ
さ

良り
ょ
う

君
の
『
自
然
豊
か
な
大
宮
町
』

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

※
平
井
嘉
一
郎
文
庫
は
、
大
宮

町
善
王
寺
の
出
身
で
ニ
チ
コ
ン

株
式
会
社
（
本
社
・
京
都
市
）

創
業
者
の
故
平
井
嘉
一
郎
氏
生

誕
1
0
0
年
を
記
念
し
て
妻
の

信
子
さ
ん
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も

の
。
同
文
庫
の
記
念
事
業
と
し

て
、
平
成
22
年
か
ら
コ
ン
ク
ー

ル
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
入
賞
者
の
皆
さ
ん
】

亀か
め

井い

美み

佑ゆ

さ
ん
（
大
宮
第
一

小
５
年
）
／ 

白し
ら

岩い
わ

慎し
ん

一い
ち

朗ろ
う

君

（
大
宮
第
一
小
５
年
）
／
中な

か

川が
わ

颯そ
う

麻ま

君
（
大
宮
南
小
５
年
）

／
櫻

さ
く
ら

井い

野の

乃の

花か

さ
ん
（
大
宮

第
一
小
６
年
）
／
安あ

達だ
ち

花は
な

さ

ん
（
大
宮
第
一
小
６
年
）
／

大お
お

木き

瑞み
ず

葉は

さ
ん
（
大
宮
第
一

小
６
年
）／
糸い

と

井い

竣し
ゅ
ん

真ま

君（
大

宮
南
小
６
年
）

▲故平井嘉一郎さんの妻・信子さん（前列左から 3人目）
　と入賞者の皆さん

平成26年度環境大臣表彰
地域環境美化功績者

▶
八
丁
浜（
網
野
町
）の
清
掃
活

　
動
を
行
う
生
徒
た
ち

第58回京都府発明等功労者表彰

株式会社松田精工　代表取締役　松田 和広 さん

　畑などの農作業時に、移植する苗の定植に最
適な大きさおよび等間隔に、定植穴を確実に開け
ることができる農機具「あけるンジャー」を開発。
従来の作業を大幅に効率化したことが高く評価さ
れました。

【発明考案功労者】

株式会社日進製作所　廣野 祐喜 さん

　製品を冷鍛プレスで切り抜く工程で発生する打
ち傷の防止策を提案。打ち傷の発生を１００㌫防
止することに成功し、品質の向上が図られたほか、
検査工程が省略され、コスト削減につながったこ
とが高く評価されました。

【創意工夫功労者】

金
賞

▼
大
宮
町
三
重
に
伝
わ
る
“
幟
立
て
”
40

年
余
り
前
の
新
婚
夫
婦
で
す
が
、
夜

中
に
で
も
出
掛
け
て
１
度
見
た
い
な
ぁ

…
と
思
い
ま
し
た
。

　
【
弥
栄
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
合
併
か
ら
早
10
年
。
市
の
財
政
運
営
に

つ
い
て
の
記
事
、
じ
っ
く
り
読
ま
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

【
大
宮
町
・
70
代
・
女
性
】

▼
転
職
し
、
ま
た
永
住
の
決
心
ま
で
し

て
京
丹
後
に
魅
力
を
感
じ
た
寺
澤
さ

ん
。「
自
然
の
恵
み
に
感
謝
」
し
て
い

た
だ
き
、
丹
後
市
民
と
し
て
う
れ
し

く
思
い
感
謝
し
て
い
ま
す
。
寺
澤
さ

ん
の
よ
う
な
方
は
最
良
の
伴
侶
に
出

会
え
ま
す
よ
き
っ
と
き
っ
と
…　
寺

澤
さ
ん
の
目
標
と
す
る
農
業
の
希
望

に
取
り
組
み
、
成
功
の
道
を
歩
ん
で

く
だ
さ
い
。
京
丹
後
人
を
読
ん
で
感

じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
【
久
美
浜
町
・
70
代
・
女
性
】

広
報
ク
イ
ズ
の
応
募
は
が
き
か
ら

京都府立網野高等学校間人分校
　平成 13 年から、全校あげての
ボランティア活動として、毎年夏
に１回、海水浴場の清掃活動を実施。
また課外活動として、通学路の清掃
活動を行うなど、環境保全の取り組
みを長年継続していることが評価
されました。

平成26年度
京都府環境保全功労者表彰
▶
通
学
路
の
清
掃
活
動
を
行

　
う
生
徒
た
ち

京都府立網野高等学校
　長年にわたり海岸の清掃活動を実
施。平成９年の「ナホトカ号」重
油流出事故の際には、懸命な回収
活動を行ったほか、琴引浜での漂着
物調査や琴引浜鳴き砂文化館の案
内ボランティアなど、継続的な取り
組みが評価されました。  

1.	トマト、プチトマトは半分に切り、種を取り除く。	
（中玉サイズのトマトは、皮を湯剥きしておく方がよい。）
2.	Ａのにんにく、香草はみじん切りにし、	
他調味料と一緒にボールで混ぜ合わせる。

3.	トマトをオーブン皿に並べ、その上に２で
混ぜ合わせたＡを乗せる。

4.	さらに３の上からオリーブオイルをたらし、予熱した100

京丹後の食材で簡単レシピ

旬★感　たんごはん

作り方

　地域の食材を大切にしたいと思っています。
　これからの季節は、トマトがたくさん収穫され
ますよね。お家で栽培されている方は、一度にた

くさん採れて消費しきれないこともあるかと思います。
　そこで今回は、これまでとは少し違った調理方法をお伝えす
ることで、皆さんの料理のバリエーションを増やしていただき、
旬の食材を大切にしていただく手助けになればと思い、この料
理をご紹介しました。
　トマトのコンフィは色々な料理に使えますので、どんな風に
使おうか、想像して自由に楽しく料理をしてもらえると嬉しいです。

このコーナーでは、地元の方から旬の食材を使った料理を教わり、
料理初心者の広報マンが、レシピと共に体験レポートを紹介します。

Vo l .9

教えてくれたひと
福井　理

みちひと

人さん	（弥栄町）

トマトのコンフィ
トマトの水分が飛ぶことで甘さが際立ち、シン
プルなのにとっても美味しいです！ｂｙ広報チーム

　そのまま食べても、魚料理などの
付け合わせにしてもＯＫ。野菜サラ
ダ、和え物、パウンドケーキなどの
具として使う方法もあります！

1.	 パスタをゆでる（水１ℓに塩 10ｇ）。
2.	 トマトのコンフィとベーコンを適当に切り、フライパンに入れ
オリーブオイルで炒める（中火）。

3.	 そこに１のゆで汁（お玉１杯程度）を加え、フライパンをゆす
りながら混ぜる。ゆすり混ぜていると、オイルが乳化して少し
白っぽくなるので、そうなったら火を止める。

4.	 パスタがゆで上がったら、３に入れフライパンをゆすりながら
絡める。（汁気がなくなったら、ゆで汁を足す。）

5.	 最後にエキストラヴァージンオリーブオイルを少したらして香
り付けしたら、完成。

チャレンジ★アレンジ

度のオーブンで 90分焼き、冷まして完成！※冷ますときは、
オーブンから出してラップをかけずに自然に冷ます。

★保存方法　出来上がったコンフィを瓶に詰め、
そこにオリーブオイルを入れて蓋をし、冷蔵庫で保管。
１週間ほど日持ちします。

トマトのコンフィを使ったパスタ

		今回は、トマトのコンフィを使った
		パスタをご紹介します！

Ａ

・トマト（中玉）…４個 材料（２人前）

・プチトマト …10 個 ・トマトのコンフィ …中玉 1個分

・塩 …小さじ１ ・オリーブオイル …大さじ１

・砂糖 …小さじ 1/2 ・パスタ …140 ｇ

・にんにく（みじん切り）…１片 ・ベーコン …４枚程度

・コショウ …少々 ・水 …１ℓ

・香草（パセリ・オレガノなど）…適量 ・塩 …10 ｇ

・オリーブオイル …適量 ・エキストラヴァージンオリーブオイル …少々

パスタで使
う

オリーブオ
イルは、

コンフィの
瓶詰に

入っている
オイル

を使っても
ＯＫ！

野間連合区（弥栄町）
　地域の豊かな自然を生かし、子ど
もたちを対象にした「川のがっこう」
事業や、京都市内の大学生と連携し、
農村・都市間交流事業を実施。にぎ
わいの創出を目的としたさまざまな
取り組みを通して、地域力の向上に
貢献したことが評価されました。

京都府
市町村・地域自治功労者表彰
▶
同
志
社
大
学
の
学
生
を
招
い

　
て
行
わ
れ
た
田
植
え
の
様
子



文化
丹後
deぶんかでたんご

ぶんか TOPICS

光
を
通
す
こ
と
で

　
　
　
色
鮮
や
か
に
輝
く

グ
ラ
ス
　

　
ア
ー
ト

梅垣 紀久代 さん（60）

丹後町間人在住。今年初めて作
品をコンクールに出品し、１次
審査を通過。「今後も挑戦してい
きたい」と意気込んでいました。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
文
化
活
動
で
人
生
を
楽
し
む

皆
さ
ん
に
そ
の
魅
力
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　網野町出身の伴奏ピアニスト濱岡由季さん（25）と大
宮町出身のソプラノ歌手田中めぐみさん（26）によるコン
サートが６月１日、アミティ丹後（網野町）で開かれました。
　コンサートは、学生時代から交友のあった２人が地元の
方にもクラシック音楽の魅力に触れてもらおうと企画した
もので、昨年（与謝野町）に続き２回目の開催となります。
　この日は、シューベルトの歌曲「野ばら」やショパンの
「英雄ポロネーズ」などクラシックの名曲をはじめ、「見上
げてごらん夜の星を」「花は咲く」「サウンドオブミュージッ
クメドレー」など計12曲を披露。清らかな歌声と繊細な
ピアノの調べを響かせ、満員の観客を魅了しました。最後
は参加者全員で唱歌「ふるさと」を合唱し、コンサートを
締めくくりました。

名曲豊かに 満員の観客魅了
京丹後出身ピアニスト・ソプラノ歌手がコンサート♪

ぶ
ん
か
手
帳 

＃
７

▲窓際などに飾り光を通すことで色鮮やかに輝くグラスアート作品

▲清らかな歌声と繊細なピアノの音色を響かせる田中めぐみさん
　と濱岡由季さん

　

グ
ラ
ス
ア
ー
ト
作
品
は
、
素

材
と
な
る
ガ
ラ
ス
や
ア
ク
リ
ル

に
、
や
わ
ら
か
い
鉛
製
の
リ
ー

ド
線
と
特
殊
な
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル

ム
を
貼
っ
て
制
作
し
ま
す
。
ガ

ラ
ス
を
カ
ッ
ト
す
る
作
業
や
、

は
ん
だ
ご
て
な
ど
の
道
具
も
必

要
無
い
の
で
、
安
全
で
、
誰
で

も
簡
単
に
作
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

私
が
グ
ラ
ス
ア
ー
ト
を
始
め

た
の
は
６
年
前
。
長
年
オ
ル
ガ

ン
や
大
正
琴
な
ど
の
音
楽
に
関

わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
何

か
違
う
こ
と
を
始
め
た

い
と
思
い
、
友
人
と
グ
ラ

ス
ア
ー
ト
の
研
修
に
参

加
し
た
の
が
き
っ
か
け
で

す
。
も
と
も
と
も
の
づ
く

り
が
好
き
で
、
大
学
で
デ

ザ
イ
ン
を
学
ん
で
い
た
こ

と
も
あ
り
、
自
分
の
感
性

で
色
を
配
置
し
て
い
く

楽
し
さ
に
ど
ん
ど
ん
の
め

り
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
研
修
を
終
え
、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
免

許
を
取
得
。
現
在
は
サ
ー

ク
ル
活
動
を
通
じ
て
、
数
名
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
今
後
は
、
グ
ラ
ス
ア
ー

ト
作
品
の
展
示
会
も
開
催
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

グ
ラ
ス
ア
ー
ト
の
魅
力
は
、

手
軽
に
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
美

し
さ
が
再
現
で
き
る
と
こ
ろ
で

す
。
光
を
通
す
こ
と
で
、
色
鮮

や
か
に
輝
く
作
品
に
な
り
ま
す
。

私
は
、
壁
に
反
射
し
た
光
を
見

て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

携
帯
電
話
や
写
真
立
て
な
ど
の

日
用
品
に
も
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

す
る
こ
と
が
で
き
、
本
格
的
な

作
品
か
ら
小
物
ま
で
自
分
の
好

み
に
合
わ
せ
て
選
択
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
ご
自
宅
の
部
屋

や
庭
を
グ
ラ
ス
ア
ー
ト
で
彩
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
出
前
講
座
も

行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
（
☎
０
９
０
‐
７
４
９
３

‐
２
３
８
４
）。

23 2014.07 2014.07 22

生まれてきてくれてありがとう

秋尾 若
わか

羽
ば

ちゃん（女の子）
５月生まれ・2,728㌘
母：詩

し

愛
え

莉
り

さん　父：和己さん

北浦 悠
ゆう

人
と

ちゃん（男の子）
５月生まれ・3,152㌘
母：有

ゆ

香
か

さん　父：拓也さん

下田 雛
ひな

瑚
こ

ちゃん（女の子）
５月生まれ・2,542㌘
母：加奈子さん　父：康裕さん
（丹後町徳光）

東
とう

郷
ごう

 和
わ

香
か

ちゃん（女の子）
５月生まれ・3,204㌘
母：麻里さん　父：慎太郎さん

徳本 陽
よう

太
た

ちゃん（男の子）
５月生まれ・3,004㌘
母：結

ゆ

香
か

さん　父：幸紘さん

堀 萌
ほの

花
か

ちゃん（女の子）
５月生まれ・3,558㌘
母：真衣さん　父：真琴さん（大宮町善王寺）

（岡山市／実家：網野町小浜）

（大宮町周枳）

（滋賀県草津市／実家：峰山町久次）（峰山町長岡）

さと
がえ
り

山下 友
とも

也
や

ちゃん（男の子）
５月生まれ・3,222㌘
母：佑香さん　父：大介さん
（久美浜町湊宮）

さと
がえ
り

　このコーナーでは、弥栄病院で赤ちゃん誕生の瞬間を喜ぶご家
族の姿を紹介します。ご応募いただいた全ての方を掲載していま
す。どしどしご応募ください。  秘書広報広聴課（☎ 69-0110）
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峰み
ね

山や
ま

陣じ
ん

屋や

は
、
元げ

ん

和な

８

（
１
６
２
２
）
年
に
成
立
し
た

峰
山
藩
の
陣
屋
と
し
て
、
権ご

ん

現げ
ん

山や
ま

の
ふ
も
と
に
造
ら
れ
ま
し

た
。
峰
山
藩
は
、
初
代
高た

か

通み
ち

に

始
ま
り
明
治
維
新
ま
で
、
京き

ょ
う

極ご
く

家
が
藩
主
で
し
た
。
陣
屋
の

建
物
は
明
治
時
代
に
入
る
と

な
く
な
っ
て
し
ま
い
、跡
地
は
、

現
在
、
畑
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

峰
山
陣
屋
跡
の
エ
ノ
キ
は
、

陣
屋
跡
に
隣
接
す
る
場
所
に

あ
り
ま
す
。天
然
木
で
は
な
く
、

植
樹
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
幹み

き

周ま
わ

り
４
・
43
㍍
、
高

さ
15
㍍
あ
り
、
樹
齢
は
２
５
０

～
３
０
０
年
と
推
定
さ
れ
る
市

内
で
二
番
目
に
大
き
な
エ
ノ
キ

で
す
。

　
一
般
的
に
エ
ノ
キ
は
腐
り
や

す
い
木
で
す
が
、
大
き
な
腐
り

も
な
く
、
枝
ぶ
り
が
大
変
良
い

も
の
で
す
。
樹じ

ゅ

冠か
ん

投
影
面
積（
枝

張
り
を
直
径
と
し
た
面
積
）
は

１
０
０
０
平
方
㍍
に
及
ん
で
お

り
、
こ
の
点
が
大
き
な
特
徴
で

す
。

　

峰
山
陣
屋
が
整
備
さ
れ
た

後
、
い
ず
れ
か
の
段
階
に
植
樹

さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
、
峰
山
藩

の
変
遷
を
目
の
当
た
り
に
し
て

い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

峰
山
陣
屋
跡
の
エ
ノ
キ
は
、

樹
勢
が
盛
ん
で
、
枝
ぶ
り
が
良

く
、
樹
冠
投
影
面
積
が
大
き
い

点
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
平
成
20

年
７
月
８
日
付
け
で
京

丹
後
市
指
定
文
化
財

（
天
然
記
念
物
）
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
文
化
財
保
護
課
）

※
江
戸
時
代
以
前
の
峰
山

は
「
嶺
山
」「
峯
山
」
と
表

記
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

こ
で
は
「
峰
山
」
で
統
一
し

て
い
ま
す
。

京
丹
後
市
の
文
化
財 

99

峰
山
陣
屋
跡
の
エ
ノ
キ樹冠投影面積の大きい木

　山陰海岸ジオパーク推進協議会
では、山陰海岸ジオパークの普及を
目的に、商品のパッケージや関連イ
ベントなどへのロゴマークの使用を
承認し、認定商品（イベント）として、
ＰＲしています。
　エリア内の各地域では、山陰海岸
ジオパークと関連のある地元食材や
素材を活用した多くの商品が地域や
事業者により、開発・販売されてい
ます。新規、既存商品を問わず、そ
うした商品のパッケージにロゴマー
クが使用できます。
　平成26年 5月末現在、エリア内
の認定商品95点（うち、京丹後市

▲峰山陣屋跡のエノキ

商品などに山陰海岸ジオパークの
ロゴマークが使用できます！

11点）をホームページやイベント
などで紹介しています。
　市では、ジオパーク関連商品の新
規開発に対する補助制度を設けて
います（商工振興課）。ぜひ、こう
した制度の活用も含めて、山陰海岸

ジオパークロゴマークの使用をご
検討ください。使用は無料ですが、
推進協議会への申請が必要です。
問い合わせは、山陰海岸ジオパー
ク推進協議会事務局（☎0796-26-
3783）まで。（観光振興課）

　

 

防
災
訓
練
に
向
け
講
習
会
開
催　

 

カ
ー
ド
使
い
「
誰
が
ど
こ
へ
避
難
？
」

避
難
所
運
営 

ゲ
ー
ム
で
模
擬
体
験

▲山陰海岸ジオパークロゴマーク認定商品（一例）

太古より悠久の時と共に造られた地質
層の重なりをモチーフにして、 山陰海
岸の英文頭文字の「Ｓ」をデザイン化。
日本海をブルーで表して組み合わせた
シンボルマークです。

ロゴマーク

　

市
は
、
災
害
時
の
避
難
所
の

運
営
を
模
擬
体
験
で
き
る
ゲ
ー

ム
「
Ｈ
Ｕ
Ｇ
（
ハ
グ
）」
の
講
習

会
を
５
月
19
日
、
峰
山
地
域
公

民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
夏

に
行
う
防
災
訓
練
の
指
導
者
を

養
成
す
る
こ
と
が
目
的
で
、
市

連
合
婦
人
会
が
共
催
。
同
会
会

員
の
ほ
か
、
区
長
や
自
主
防
災

組
織
の
役
員
な
ど
約
80
人
が
参

加
し
て
、
避
難
所
の
運
営
方
法

を
学
び
ま
し
た
。

　

静
岡
県
が
開
発
し
た
Ｈ
Ｕ
Ｇ

は
、
性
別
や
年
齢
、
国
籍
な
ど
、

避
難
者
の
情
報
が
書
か
れ
た「
イ

ベ
ン
ト
カ
ー
ド
」
を
、
避
難
所

の
間
取
り
を
表
し
た
図
面
上
に

配
置
し
て
い
く
と
い
う
も
の
。

カ
ー
ド
に
は
、
炊
き
出
し
や
取

材
、
視
察
な
ど
、
避
難
所
開
設

時
に
起
こ
る
出
来
事
も
書
か
れ

て
お
り
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て

も
考
え
る
実
践
的
な
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
丹
後
半
島
で
震

度
６
強
～
７
の
地
震
が
発
生

し
、
小
学
校
を
避
難
所
と
し
た

想
定
で
ゲ
ー
ム
を
実
施
。
参
加

者
た
ち
は
10
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
、
認
知
症
の
高
齢
者
や
妊

婦
、
親
を
亡
く
し
た
子
ど
も
、

言
葉
の
通
じ
な
い
外
国
人
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
避
難
者
の
受

け
入
れ
に
つ
い
て
、
各
自
で
考

え
な
が
ら
避
難
所
内
に
振
り
分

け
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
仮

設
ト
イ
レ
の
搬
入
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
、
避
難
所

内
の
通
路
の
確
保
な
ど
へ
の
対

応
策
も
議
論
し
、
運
営
上
の
課

題
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
て

い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
各
地
域
の

自
主
防
災
組
織
で
、
有
事
の
対

応
を
し
っ
か
り
考
え
て
お
く
こ

と
が
大
切
」「
今
後
も
講
習
を

継
続
す
べ
き
」
な
ど
の
感
想
が

出
て
い
ま
し
た
。

▲避難者の情報が書かれたカードを、
　避難所の間取りを表した図面に配
　置していく参加者たち

峰山陣屋跡のエノキ

17
金峰神社

・第一区
　区民会館

峰山小

25

れ
、
呼
び
か
け
た
本
市
が
事
務
局
を

担
い
、
鳥
取
市
、
松
江
市
な
ど
と
と

も
に
中
心
的
に
活
動
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

今
、
新
し
い
21
世
紀
の
百
年
を
展

望
す
る
と
き
、
日
本
各
地
に
広
く
潜

在
す
る
多
彩
多
様
な
魅
力
や
可
能
性

の
開
拓
・
開
発
を
永
く
中
長
期
に
わ

た
り
牽
引
す
る
こ
と
が
で
き
る
日
本

全
体
の
構
造
的
な
諸
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
が
ま
ず
も
っ
て
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
そ
の
上
で
、
地
方
に
は
考
え
つ

く
せ
な
い
ほ
ど
の
夢
と
可
能
性
の
タ

ネ
が
埋
も
れ
て
お
り
、
こ
の
タ
ネ
を

地
域
か
ら
主
体
的
に
開
拓
し
、
夢
と

可
能
性
を
日
本
大
・
世
界
大
に
広
げ

て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
を
支
え
る
、

最
低
限
の
基
幹
道
路
や
高
速
鉄
道
な

ど
の
い
わ
ゆ
る
“
国
土
軸
”
の
整
備

が
重
要
不
可
欠
で
す
。

　

と
り
わ
け
、
北
陸
か
ら
山
陰
道
を

経
て
下
関
に
至
る
、
い
わ
ば
環
日
本

海
・
本
州
西
部
地
域
は
、
対
面
す
る

東
ア
ジ
ア
地
域
と
交
流
の
前
線
基
地

と
な
り
う
る
と
と
も
に
、
豊
か
な
自

然
資
源
や
健
康
環
境
、
我
が
国
歴
史

の
源
流
文
化
な
ど
こ
れ
か
ら
の
時
代

を
世
界
的
に
リ
ー
ド
す
べ
き
い
わ
ば

プ
ラ
チ
ナ
社
会
の
魅
力
や
価
値
の
資

源
に
恵
ま
れ
、
我
が
国
全
体
の
経
済

力
・
地
域
力
の
将
来
の
本
格
的
な
発

展
を
支
え
る
中
心
的
な
国
土
軸
の
一

つ
と
な
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
国
土
強
靭
化
基
本
法
の
制

定
に
み
る
よ
う
に
、
国
家
大
の
事
前

防
災
・
減
災
等
に
備
え
る
た
め
に
も
、

日
本
海
側
を
縦
貫
す
る
こ
の
地
域
に

道
路
、
超
高
速
鉄
道
等
基
幹
路
線
の

整
備
を
す
み
や
か
に
確
保
し
て
お
く

こ
と
が
極
め
て
重
要
不
可
欠
で
あ
り

ま
す
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
山
陰
な
ど
環

日
本
海
西
側
地
域
は
、
そ
の
点
、
整

備
等
が
国
内
他
地
域
に
比
べ
格
段
に

遅
れ
を
と
り
、
全
く
置
き
捨
て
ら
れ

て
い
る
観
が

あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、

ま
ず
必
要
な

国
と
し
て
の

調
査
研
究
着

手
に
向
け
、
今
年
か
ら
、
本
線
整
備

の
中
長
期
の
経
済
的
、
社
会
的
、
国

家
戦
略
的
な
効
果
・
メ
リ
ッ
ト
を
費

用
と
の
関
係
で
比
較
調
査
す
る
取
組

み
を
本
会
独
自
の
負
担
で
実
施
し
て

い
く
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
こ
そ
、
子
・
孫
の
時
代
に
思
い

を
馳
せ
、
将
来
に
続
く
繁
栄
へ
と
夢

を
紡
ぎ
そ
の
実
現
を
つ
な
ぎ
託
し
て

い
く
た
め
に
、
府
県
の
境
を
越
え
て

広
く
関
係
自
治
体
、
住
民
が
連
携
し
、

新
た
な
超
高
速
鉄
道
の
敷
設
に
向
け

確
か
な
声
を
届
け
、
着
実
に
運
動
を

進
め
て
い
き
た
い
。

京
丹
後
市
長　
中
山　
泰

　

本
紙
５
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
よ
う

に
、先
日
、東
京
で「
山

陰
縦
貫
・
超
高
速
鉄

道
整
備
推
進
市
町
村

会
議
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
こ
の
会
議
は
、
昨
年
６
月
、
山
陰

を
縦
貫
し
北
陸
に
接
続
す
る
と
と
も

に
山
陰
か
ら
京
都
、
大
阪
な
ど
の
京

阪
神
を
直
接
に
結
ぶ
、
リ
ニ
ア
方
式

を
含
め
た
新
幹
線
（
以
下
「
超
高
速

鉄
道
」
と
い
い
ま
す
。）
の
新
規
整
備

着
手
を
強
力
に
推
進
し
、
も
っ
て
、

山
陰
圏
域
を
は
じ
め
我
が
国
全
体
の

将
来
の
地
域

力
・
国
力
の
本

格
的
な
発
展
を

支
え
、
21
世
紀

に
お
け
る
国
家

的
・
時
代
的
意

義
を
有
す
る
環
日
本
海
国
土
軸
の
形

成
に
つ
な
げ
よ
う
、
と
本
市
を
は
じ

め
府
県
を
越
え
た
有
志
の
市
町
村
が

連
携
し
て
広
域
的
・
国
民
的
運
動
と

し
て
展
開
し
て
い
く
た
め
に
結
成
さ

山
陰
縦
貫
の
リ
ニ
ア
・
新
幹
線
を
、

　
今
こ
そ
声
を
あ
げ
よ
う
！

　

山
陰
・
日
本
海
側
も
国
土
軸
の
柱
に
！

会議であいさつする中山市長・事務
局長



７月図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
29 30 7/1 ２ ３ ４ ５
６ ７ ８ ９ 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31 8/1 ２

　森にかかわる 27 人、27 通りの仕
事を伝える。森という100 年くらい
の時間の中を往来し、自然を感じ、自
然と向き合い生きる。「森を伐る人」「森
に棲む人」「森を伝える人」「森で育
てる人」…。27 人それぞれのひたむ
きな、等身大の想いが綴られている。

　あついあつい夏
な つ

の一
い ち

日
に ち

。ク
ワガタめざしてただただ走

は し

る。
田
た

んぼのあぜ道
み ち

、セミの鳴
な

き
声
こ え

、草
く さ

のにおい、少
しょう

年
ね ん

の息
い き

づ
かいと感

か ん

動
ど う

、そして夕
ゆ う

立
だ ち

…。
　ページをめくるごとに日

に

本
ほ ん

の夏がよみがえってくる。

今月のおすすめ

図書館だより
◆開館時間／ 10時〜 18時 （峰山・あみののみ水曜は 19時まで）
　　　　　毎週月曜・毎月 1日は休館日（土日祝日と重なる場合は翌日）

◆貸出／ 1人 20点まで・2週間
◆ ／峰山図書館（☎ 62-5101）大宮図書室（☎ 69-0672）
　　あみの図書館（☎ 72-4946）弥栄図書室（☎ 65-2101）
　　久美浜図書室（☎ 82-1771）丹後図書室（☎ 69-0664）

■ 宮川　優（みやがわ ゆう）
京丹後コミュ二ティ放送・局長。FM たん
ごメインパーソナリティー。朝の情報番組

「たんご・モーニング・サンド！」（7：００～８：
58）を担当。年間を通してイベント MC
や各ナレーションにも多数出演

　FM たんごは、6 月 1 日に開局 5
周年を迎えました！支えてくださって
いる多くの皆さん、本当にありがとう
ございます。また同時に、私が担当
している朝の情報番組「たんご・モー
ニング・サンド！」も 5 周年を迎え
ました。振り返ると、スタートしてか
らよりも、それまでの準備や朝が苦
手な私に務まるんだろうか…という
不安の方が記憶に残っていますね。
　番組を始める上で重要なのがタイ
トルですが、「サンド」には 3 つの
意味があります。①情報を 2 時間に
ぎゅーっとサンドしてお届け②サンド
＝「朝食」のイメージ③サンド＝砂
です。丹後には白砂のロングビーチ、
鳴き砂の琴引浜がありますからね。
であれば、５周年のご挨拶にと思い
6月1日、琴引浜を満喫してきました！
　早朝は、朝日を浴びてのビーチヨ

ガ。波の音や水平線、砂の柔らか
さも感じながらのリラグゼ―ション
タイム♪そして「第 1 回ビーチノル
ディック大会」。2 本のポールを使っ
て歩くのが特徴のノルディックウ
オーキング。通常より運動効果 20㌫
アップと言われています。砂浜を歩
くたびに、またポールをつくたびに
鳴る「キュッ」「キュッ」という音。
それが手にも伝わってきて、全身で
振動を感じることができました。遊
歩道も含め砂浜を 3㌔歩き、心地良
い汗をかき「まだまだいける！」と体
力の自信にもつながった 1日でした。

　5 月には、網野町小浜にある水晶
浜のガイドウオークに参加し、キラ
キラ輝く砂浜に感動。そして今回、
琴引浜で鳴き砂の声を体に受け、丹
後の雄大な自然のエネルギーを感じ
たとともに、「これをもっと多くに人
に伝えなきゃ！」という使命感にから
れました。
　琴引浜が鳴き続けるように、私た
ち FM たんごも鳴き続けます。です
から、周波数は「７

な

９
く

４
よ

 琴引 FM た
んご」って覚えてくださいね（＾＾）
これからもよろしくお願いします！

たんご 遊優宮川優の 見聞録

７
な

９
く

４
よ

 琴引 FM たんご

                       　　　　
京丹後市からのお知らせ　

　月～金　7：53 ～ 7：58、16：54 ～ 16：59

市政情報番組 FM たんご FM79.4㎒ Check

　

京都府丹後文化会館　インフォメーション

9/5㊎
 京都府丹後文化会館（峰山町杉谷）
 ゲスト歌手をリーダーとする地域の

男性と女性グループが対抗で、お国自
慢と合わせてカラオケで歌を競います。

 無料
 京都府丹後文化会館 ☎ 62-5200

入場
無料

主催／ＮＨＫ京都放送局・京丹後市・
　　 （公財）京都府丹後文化事業団

 ＮＨＫラジオ公開録音
  「ふるさと自慢うた自慢」

 開演 17：40（17：00 開場）

京
きょう

丹
た ん

後
ご

市
し

国
こ く

際
さ い

交
こ う

流
りゅう

協
きょう

会
か い

nav i nav inav inav inav i nav inav i

　市国際交流協会では、平成21年から、日本語を母語
としない方を対象に日本語を学んでもらう「日本語教室」
を開催しています。教室では、現在もフィリピンやベト
ナム、タイ、中国など８カ国の約35人が勉強されてい
ます。ひらがなや漢字の読み書きなど、学習者一人ひ
とりにとって必要な日本語を日本語支援ボランティアの
方が個別に指導しています (写真 )。
　広い世界の中で、京丹後市を選び、生活している外
国人市民の方への日本語支援を通して、新たな出会い
を見つけませんか。市国際交流協会では随時、学習者
と日本語支援ボランティアを募集しています。興味のあ
る方はぜひご連絡ください。

市職員人事異動

弥栄病院
小田　洋平病院副院長

新規採用 [６月１日付]

◆「市立図書館のおすすめ本リスト」を作成します
　市立図書館では、夏休み
に向けて、小学校低学年・
中学年・高学年・中学生そ
れぞれのおすすめ本リスト
を作成します。リストは、
各図書館 ( 室 ) に掲示する
ほか、図書館のホームペー
ジにも掲載します。夏休み
の読書感想文などにお役立
てください。

  図書館（室）からのお知らせ

◆開館時間を変更します
　小・中学校が夏休みの期間（７月19日～８月28日）は、
午前９時から開館します。（閉館時間はこれまでどおり）

図書館協議会委員の皆さんをご紹介
　市立図書館では、図書館の運営について広く市民
の皆さんからご意見をいただくことを目的に、「図書
館協議会」を設置しています。図書館協議会委員の
方は、次の皆さんです。図書館に関するご意見などは、
委員の方にお伝えください。

町　別 氏　名　（敬称略）

峰 山 町 増田　明子
大 宮 町 大同　美乃里
網 野 町 浜岡　輝行
丹 後 町 東　恵美子、上羽　清美
弥 栄 町 深田　和幸、味田　佳子
久美浜町 田中　惠子

丹波小学校長 笹倉　武雄
峰山中学校長 松田　正則

弥栄病院看護部
藤元　　克看護師

退　　職 [５月31日付]

 市国際交流協会 （企画政策課内☎ 69-0120）

京丹後市合併 10周年記念事業

観覧申し込み
郵便往復はがきに以下を記入の上、お申し込みください。

【往信用裏面】①郵便番号　②住所　③名前　④電話番号
【返信用表面】①郵便番号　②住所　③名前
（あて先）〒 627-0012　京丹後市峰山町杉谷 1030 番地
京都府丹後文化会館「ふるさと自慢うた自慢」係

（締め切り）８月 15 日（金）必着
※応募多数の場合は、抽選の上、入場整理券（１枚で２人入場可）を
送付します。※１歳以上のお子さんから入場整理券が必要です。※お
申し込みは１人１通に限ります。※記入に不備があった場合や、郵便
往復はがき以外での応募は無効となります。

小林 幸子 さん
三山 ひろし さん

ゲスト

　今月号の記事の中からクイズを出題します。全問正解者
の中から抽選で 5 人に図書カード 500 円分をプレゼント！

◆応募方法
はがきに ①クイズの答え（○の中に入る数字や文字）
②住所 ③氏名〈ふりがな〉 ④年齢 ⑤電話番号 ⑥広報
紙の感想やイラスト、取り上げてほしいテーマなど
をご記入の上、秘書広報広聴課まで（宛先は裏表紙
を参照）。なお、お寄せいただいた感想やイラストは
広報紙に掲載することがあります。※⑥の項目も忘
れずにご記入ください。

◆応募締切
７月 15 日（火）当日消印有効。当選者の発表は８月
号のこのコーナーで。

◆６月号の答え
問１…くろまつ　問２…60　問３…がや我家

◆６月号当選者
田中保奈美さん（弥栄町）、竹中光男さん（久美浜町）、
大谷早美さん（久美浜町）、平井千夜子さん（丹後町）、
山本信枝さん（網野町）
応募総数 31人、30人の方が正解でした。ご応募ありがとう
ございました。

問１ 旅する蝶「○○○○○○」が飛来
問２ 「○○ふるさとトーク」で江藤農水副大臣と意見交換
問３ 大人と子どもの登校日「○○○○○○○○」

広報クイズ

■なつのいちにち はた こうしろう／作・絵
偕成社

■森ではたらく ! 
　　27 人の 27 の仕事

古川 大輔・山崎 亮／編著
学芸出版社

日本語支援ボランティアを募集

2627 2014.07 2014.07
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車上ねらいが急増！車を離れるときは施錠を！！

男　	28,277人	（－22）
女　	30,492人	（		－２）
計	　58,769人	（－24）
世帯数	 22,667世帯	（＋28）
６月1日現在、カッコ内は前月比。住

民基本台帳（外国人含む）による。

人口・世帯数 ▼
今
年
度
か
ら
、
消
防
団
に
入
り

ま
し
た
。
い
い
年
し
た
新
入
団
員

で
す
が
、
操
法
大
会
に
出
る
こ
と

と
な
り
、
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す

▼
地
元
で
す
し
、
同
世
代
が
多
い

の
で
普
段
は
〝
い
い
友
達
”
で
も
、

訓
練
中
は
先
生
。
規
律
か
ら
手
足

の
細
か
い
動
き
ま
で
、
厳
し
く
指

導
を
受
け
て
い
ま
す
▼
個
人
の
技

術
と
と
も
に
重
要
視
さ
れ
る
の
が

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
。
阿あ

吽う
ん

の
呼
吸
が

必
要
な
と
こ
ろ
も
多
く
、
歩
調
や

動
作
を
何
度
も
合
わ
せ
て
い
ま
す

▼
厳
し
い
訓
練
を
み
ん
な
で
乗
り

越
え
る
こ
と
で
、
実
際
の
火
災
に

も
対
応
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す

▼
と
こ
ろ
で
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が

重
要
な
も
の
に
は
、
体
育
系
だ
け

で
な
く
、
文
科
系
に
も
あ
り
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
峰
山
中
学
校
の
合

唱
祭
を
動
画
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

生
徒
が
心
を
一
つ
に
し
て
歌
う
合

唱
に
は
、
心
を
打
た
れ
ま
す
よ
ね
。

ぜ
ひ
お
聞
き
く
だ
さ
い
／
遼

　
高
速
道
路
の
開
通
、「
海
の
京
都
」
構
想
な
ど
、

観
光
分
野
で
も
注
目
を
集
め
て
い
る
丹
後
地
域
。

市
観
光
協
会
で
は
こ
の
６
月
、
地
域
旅
行
業
の
認

可
を
取
得
し
、
誘
客
に
向
け
て
着
々
と
準
備
を
進

め
て
い
る
。
同
協
会
に
観
光
事
業
を
手
掛
け
る
若

者
が
い
る
。
谷
口
貴
章
さ
ん
（
31
）
だ
。
協
会
７

年
目
を
迎
え
た
谷
口
さ
ん
に
、〝
観
光
業
の
お
も

し
ろ
さ
”
を
聞
い
た
。

♦　
　
　
　
♦　
　
　
　
♦

　

古
来
、「
観
光
は
、
国
の
光
を
観み

る
こ
と
」
と

い
わ
れ
る
。
谷
口
さ
ん
は
「〝
国
の
光
”
と
は
、

景
観
は
も
ち
ろ
ん
、
よ
り
強
い
光
を
放
つ
の
は

〝
人
”」と
話
す
。
訪
れ
た
土
地
の
人
と
接
し
た
り
、

そ
の
土
地
固
有
の
文
化
を
感
じ
る
こ
と
が
観
光
の

醍
醐
味
だ
と
い
う
。

　
谷
口
さ
ん
が
、
観
光
業
を
志
望
し
た
の
は
、
父

の
影
響
に
よ
る
も
の
。
地
域
振
興
の
仕
事
に
携

わ
っ
て
い
た
父
が
、
地
域
の
人
達
と
一
緒
に
な
っ

て
地
区
の
祭
や
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
数
多
く
手
掛

け
る
姿
を
見
て
、
子
ど
も
心
に
「
カ
ッ
コ
イ
イ
」

と
思
っ
て
い
た
。
こ
の
感
情
が
地
域
振
興
へ
の
興

味
に
変
わ
り
、
や
が
て
「
職
業
に
す
る
」
と
い
う

意
思
と
な
っ
た
。
地
域
振
興
と
一
口
に
い
っ
て
も

多
種
あ
る
が
、
見
ず
知
ら
ず
の
人
と
人
、
人
と
文

化
が
強
く
結
ば
れ
る
観
光
業
を
選
ん
だ
。

　

観
光
業
は
企
画
な
ど
の
仕
事
ば
か
り
で
は
な

く
、
観
光
地
の
清
掃
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
で
の
ス

タ
ッ
フ
動
員
な
ど
の
業
務
も
多
い
。
当
初
は
「
イ

メ
ー
ジ
と
違
う
な
」
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

細
か
い
こ
と
で
も
積
極
的
に
こ
な
す
こ
と
で
多
角

的
に
観
光
業
を
考
え
る
機
会
が
増
え
た
。

　
「
就
職
し
た
当
時
は
、
観
光
客
が
満
足
す
る
か

ど
う
か
は
、
旅
行
商
品
そ
の
も
の
の
出
来
が
全
て

だ
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
観
光
客
の
多
く
は
、

無
意
識
的
に
地
域
住
民
の
生
活
感
や
住
民
と
の
会

話
を
重
視
し
て
い
る
。
旅
先
で
出
会
っ
た
方
々
の

言
動
で
、
旅
の
思
い
出
は
良
く
も
悪
く
も
１
８
０

度
変
わ
る
」
と
谷
口
さ
ん
。
来
丹
者
に
、た
だ
「
こ

ん
に
ち
は
」
と
声
を
掛
け
る
だ
け
で
も
、
大
き
な

効
果
が
あ
る
と
い
う
。

　
「
市
内
で
毎
年
開
か
れ
て
い
る
ミ
ク
タ
ン
※
は
、

年
々
参
加
者
が
増
え
て
お
り
、
２・３
千
人
が
交

流
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
地
域
の
人
々
の
飾
ら
な

い
生
活
や
文
化
を
感
じ
な
が
ら
人
と
の
つ
な
が
り

を
楽
し
む
こ
と
に
ポ
イ
ン
ト
を
置
い
て
い
る
か
ら

だ
ろ
う
」
と
分
析
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な

地
域
発
進
の
企
画
こ
そ
、
今
後
の
観
光
を
担
う
も

の
だ
と
話
す
。「
地
域
で
始
ま
っ
た
小
さ
な
輪
が
、

だ
ん
だ
ん
と
大
き
く
な
り
、
そ
れ
に
観
光
客
が
巻

き
込
ま
れ
て
広
が
っ
て
い
く
。
笑
顔
が
増
え
、
絆

が
深
く
な
っ
て
く
る
。
そ
う
し
た
取
り
組
み
を
サ

ポ
ー
ト
し
た
り
、
新
た
に
作
り
出
し
た
り
す
る
の

が
お
も
し
ろ
い
」
と
仕
事
の
魅
力
を
語
る
。

　
「
丹
後
の
人
は
謙
虚
。
そ
れ
が
た
た
っ
て
、『
自

分
の
地
域
に
は
何
も
な
い
』
と
勘
違
い
さ
れ
る
方

も
多
い
。
京
丹
後
は
、自
然
の
魅
力
だ
け
で
な
く
、

人
の
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
。
一
度
は
自
分
の
ま

ち
を
の
ん
び
り
歩
い
て
、
ど
れ
だ
け
素
晴
ら
し
い

と
こ
ろ
か
実
感
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
。

　
谷
口
さ
ん
の
瞳
に
は
、
新
た
な〝
光
”が
見
え
た
―

（
※
）「m

ix

ひ
と
び
とtango

」
の
略
称
。
自
由
に
丹
後
を
歩
い

て
、
ひ
と
・
も
の
・
自
然
・
風
景
と
の
出
会
い
を
楽
し
む
こ
と
を

目
的
に
、
２
０
０
９
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
。
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